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【 写真 】炭山の棚田と彼岸花（9 月 16 日撮影）

特 集 １

　　　有害鳥獣から農業を守れ
特 集 ２

　　　平成 30 年度決算報告



t o p i c s

ト ピ ッ ク ス

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

C O N T E N T S

広報伊万里
No.788  10

2019（令和元年）

2 トピックス

3−

7

特　集１
有害鳥獣から農業を守れ

8−

11

特　集２
平成 30 年度決算報告

12−

13
みんなの広場

14

15
ほがらかページ

16 スポーツ

17

18
教育と文化

19−

23
インフォメーション

24−

31

暮らしのチャンネル
　24-28 お知らせ・募集
　     29 こんにちは図書館です
　     30 保健だより
　     31 市民相談ほか

32

夏休みピノキオ木工芸
　　　作品コンクール表彰
　編集室から
　人の動き

−

今月の表紙

−

↑ドライブイン鳥の入口に設置されたモニターと案内板

伊万里の玄関口で観光情報を発信します
市物産観光振興協議会とドライブイン鳥が連携

　
８
月
23
日
、
設
置
さ
れ
た
モ
ニ

タ
ー
と
マ
ッ
プ
の
前
で
、
有
浦
社

長
と
深
浦
市
長
が
対
談
。
有
浦
社

長
が
、「
こ
の
店
へ
の
来
店
だ
け

で
な
く
、
お
客
様
に
は
市
内
の
観

光
な
ど
も
し
て
も
ら
い
た
い
。
モ

ニ
タ
ー
な
ど
の
設
置
は
、
少
し
は

役
に
立
つ
の
で
は
」
と
述
べ
る
と
、

深
浦
市
長
は
、「
ゾ
ン
ビ
ラ
ン
ド
サ

ガ
が
放
映
さ
れ
て
か
ら
、
い
つ
見

て
も
お
客
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い

る
。
こ
こ
は
西
九
州
道
路
の
伊
万

里
東
府
招
イ
ン
タ
ー
も
近
く
、
言

わ
ば
伊
万
里
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
。

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
市
内
へ
足
を
伸

ば
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を

語
り
ま
し
た
。

　
ア
ニ
メ
『
ゾ
ン
ビ
ラ
ン
ド
サ
ガ
』

に
登
場
し
た
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
鳥

に
、
店
舗
案
内
と
と
も
に
市
の
観

光
情
報
な
ど
を
紹
介
す
る
40
㌅
の

モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

同
ア
ニ
メ
の
効
果
も
あ
っ
て
集
客

が
増
し
た
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
鳥
の
有

浦
定
幸
社
長
が
、
少
し
で
も
市
の

観
光
振
興
の
力
に
な
り
た
い
と
、

店
舗
入
口
に
自
ら
設
置
し
た
も
の

で
す
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
、
市
物
産
観
光

振
興
協
議
会
（
会
長
は
深
浦
弘
信

市
長
）
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
下
に
市

内
全
体
の
観
光
マ
ッ
プ
と
、
市
街

地
の
散
策
マ
ッ
プ
を
取
り
付
け
ま

し
た
。

秋空の下、黄金色の棚
田に咲く一輪の彼岸花。
伊万里と有田町の境、
標高約250㍍にある
炭山地区（二里町）は、
秋分の時期になると田
んぼのあぜ道を色鮮や
かな彼岸花が彩ります。
秋の訪れを感じさせる
伊万里の風景です。
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特 集 １ 

有害鳥獣から農業を守れ

● 問合先　農業振興課営農流通係（ 　☎㉓２５５７）

　
手
塩
に
か
け
て
育
て
、
よ
う
や
く
収
穫
時
期
を
迎

え
た
農
作
物
が
、
一
夜
に
し
て
食
い
荒
ら
さ
れ
ま
し

た
。
田
や
畑
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
り
荒
ら
さ
れ
た
り

し
て
壊
滅
状
態
。
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分

か
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
市
内
で
も
実
際
に
起
き
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
有
害
鳥

獣
が
、
わ
が
ま
ち
の
農
業
の
存
続
を
脅
か
す
ほ
ど

の
存
在
で
あ
り
、
農
作
物
な
ど
に
多
大
な
被
害
を
加

え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の

有
害
鳥
獣
を
退
治
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と

や
、
有
害
鳥
獣
が
年
間
に
ど
の
く
ら
い
捕
獲
さ
れ
て

い
る
か
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、『
農
業
を
守
る
』
と
の
使
命
感

の
も
と
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
向
き
合
う
市
猟
友
会

の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
有
害
鳥
獣
か
ら
わ

が
ま
ち
の
農
業
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
ま
す
。
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有
害
鳥
獣
と
は
、
人
や
農
作
物
、

家
畜
な
ど
に
被
害
を
与
え
る
野
生

動
物
を
い
い
ま
す
。
市
が
対
策
を

行
う
対
象
と
な
る
有
害
鳥
獣
は
、

『
伊
万
里
市
有
田
町
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
』
に
定
め
て
い
て
、
イ
ノ

シ
シ
、
サ
ル
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ア

ナ
グ
マ
、
タ
ヌ
キ
、
カ
ラ
ス
類
、

ド
バ
ト
、
カ
モ
類
、
バ
ン
、
サ
ギ

類
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
は
、
梨
や
ぶ
ど
う
、

水
稲
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
に

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
平
成
30

年
度
は
被
害
面
積
１
９
・
５
㌶
、
被

害
量
１
０
３
・
２
㌧
、
被
害
金
額
は

１
８
５
０
万
１
０
０
０
円
に
も
上

り
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
ご
と
に
見
て
み
る

と
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
全

体
の
71
・
０
㌫
と
最
も
多
く
、
次

い
で
カ
ラ
ス
（
13
・
８
㌫
）、
ア
ラ

イ
グ
マ
（
９
・
７
㌫
）
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
【
表
１
】。
さ
ま
ざ
ま

な
被
害
が
後
を
絶
た
ず
、
市
の
農

業
に
と
っ
て
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
取
り
組
み
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
と
は

イノシシ

カラス

種　類 実被害面積
（ha）

被害量
（t）

被害金額
（千円）

被害金額の割合
（％）

イノシシ 17.7 71.7 13,128 71.0

カラス 0.8 13.3 2,556 13.8

アライグマ 0.4 9.8 1,800 9.7

タヌキ 0.2 7.3 800 4.3

カモ 0.4 1.1 217 1.2

計 19.5 103.2 18,501 100.0

【表１】市内の平成 30 年度の有害鳥獣別被害の内訳

有
害
鳥
獣
の
種
類

　雑食性で人間が食べるようなものはすべて食べ

る。本来は日中に行動する動物だが、人の少ない

夜間に活発に行動する。落葉広葉樹林や茂み、耕

作放棄地や竹林など食料となるものが豊富にあり、

身を潜められる場所を好む。記憶力がよく、侵入

に成功した仲間の行動をまねるなど高い学習能力

を持つ。垂直に 1.2 ｍの高さを飛び越え、20cm

の隙間をくぐり抜ける。鼻で押し上げて 70kg の

石を簡単に動かすことができる。

　交尾期は年に１回で 12 〜２月頃、出産期は４〜

６月頃。満２歳で初産を迎え、平均４、５頭を産む。

　農作物全般を食害する。もともと人の営みにつ

かず離れず生きてきた鳥なので、餌を得るために

道具を使いこなすなど、人のそばで生き抜くため

の賢さを備えている。天敵はいないに等しく、卵

やヒナを除くと猛きん類でもカラスを襲うことは

ほとんどない。

　繁殖期は３月〜６月半ばまでで、３〜６個の卵

を産み、幼鳥は９月ごろ巣立つ。生後２、３年以

上たたないと繁殖に参加できない。夏から秋、冬

へと以降するにつれて『ねぐら』は大きくなり、

冬は数千〜数万羽にもなる。

有
害
鳥
獣
の
被
害
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特 集１　有害鳥獣から農業を守れ

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

取
り
組
み
の
中
で
特
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
の
が
、駆
除
対
策
で
す
。

　
そ
れ
を
一
身
に
担
う
の
が
、『
市

猟
友
会
（
会
長 

前
田
幸
彦
さ
ん
、
会

員
数
１
０
７
人
）』
と
『
市
有
害
鳥

獣
捕
獲
隊
』
の
活
動
。
市
猟
友
会

は
、
狩
猟
免
許
を
持
つ
人
な
ど
で

組
織
さ
れ
、
有
害
鳥
獣
駆
除
期
間

（
平
成
30
年
度
は
５
月
１
日
〜
２
月

28
日
）
に
各
地
区
で
銃
猟
や
わ
な

猟
に
よ
り
有
害
鳥
獣
を
駆
除
す
る

活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
作
物
を
守
る
救
世
主

年　度 イノシシ
（頭）

アライグマ
（頭）

アナグマ
（頭）

タヌキ
（頭）

カラスなど
（羽） 備　考

Ｈ 26 3,303 181 55 189 172 その他サル１頭

Ｈ 27 3,825 156 68 71 181 カラスなどにカモ１羽含む

Ｈ 28 4,523 172 135 89 502

Ｈ 29 3,028 154 117 62 471

Ｈ 30 3,244 178 67 44 330

※駆除期間は、５月〜２月（H28 は４月〜２月）

【
表
２
】
市
内
の
有
害
鳥
獣
捕

獲
頭
数
の
推
移

狩猟免許（わな猟・銃猟）
新規取得者を支援します

◆狩猟免許試験補助制度
● 対象者　狩猟免許取得年度の４月１日現在で
　　　　　 65 歳以下の人
● 補助金額　わな猟 上限５万円、銃猟 上限６万円
● 申込・問合先　農業振興課営農流通係

　　　　　（　 ☎㉓２５５７）
◆狩猟免許試験
● 試験日・試験会場
▷令和２年１月 26 日（日）佐賀市
※詳しくは佐賀県ホームページで確認してください。
● 申込期限  試験日の３週間前
● 申込・問合先　伊万里市猟友会（☎㉓８８３７）
◆注意事項
▷この制度により狩猟免許を取得した人は、３年

以上は有害鳥獣の駆除に取り組んでもらう必要
があります。

　
市
猟
友
会
の
会
員
数
は
減
少
傾

向
で
、
平
成
30
年
度
で
は
１
０
４
人

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員

の
平
均
年
齢
も
、
年
々
上
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
捕
獲
に
は
技
術
が

必
要
で
あ
り
、
熟
練
者
か
ら
捕
獲

技
術
を
継
承
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
捕
獲
技
術
を
持
つ
会
員
が

こ
の
ま
ま
減
少
し
て
い
く
と
、
捕

獲
で
き
る
頭
数
が
減
っ
て
し
ま
い
、

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
捕
獲
作
業

従
事
者
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
は
警
戒
心
が
強
く
、

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
人
を
襲
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
実
際
に
捕
獲

作
業
の
時
に
襲
わ
れ
、
け
が
を
し

た
猟
友
会
会
員
も
い
ま
す
。
ま
た
、

捕
獲
後
は
殺
処
分
を
し
ま
す
。
あ

る
会
員
は
「
有
害
鳥
獣
と
は
い
え

相
手
は
生
き
物
。
か
わ
い
そ
う
に

な
り
躊
ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
が
、
こ
れ
以
上
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
や
む
を
え
ず

処
分
し
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
に
は
１
０
０
㌔
を
超

え
る
巨
体
を
埋
設
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
一
連
の
捕
獲
作
業
は
と
て

も
大
変
で
す
。

猟
友
会
と
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

狩
猟
免
許
を
持
ち
捕
獲
活
動
が
で

き
る
市
猟
友
会
の
会
員
の
中
か
ら

12
人
を
『
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
』

と
し
て
市
が
任
命
し
、捕
獲
活
動
や

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

（
市
猟
友
会
に
よ
る
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
実
績
は
【
表
２
】
の
と
お
り
）

①
緊
急
出
動
（
年
間
約
50
件
）

　
生
産
者
や
市
民
か
ら
の
目
撃
情

報
や
被
害
情
報
を
受
け
、
有
害
鳥

獣
が
出
没
す
る
農
地
な
ど
へ
出
動

し
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
主
に
箱
わ

な
を
使
っ
て
捕
獲
し
ま
す
の
で
、

近
く
の
猟
友
会
会
員
に
連
絡
し
、

わ
な
を
設
置
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
果
樹
園
な
ど
で
の
カ
ラ
ス

の
追
い
払
い
を
行
い
、
園
地
に
近

寄
り
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
す
。

②
集
落
パ
ト
ロ
ー
ル
（
年
間
24
回
）

　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
侵

入
防
止
柵
の
点
検
を
行
う
こ
と

で
、
有
害
鳥
獣
の
侵
入
口
を
早
期

に
発
見
し
、
被
害
を
未
然
に
防
ぎ

ま
す
。
ま
た
、
隠
れ
家が

と
な
る
や

ぶ
や
、
餌
付
け
と
な
る
田
畑
に
廃

棄
さ
れ
た
果
樹
な
ど
を
確
認
し
、

有
害
鳥
獣
が
近
寄
り
に
く
い
環
境

を
作
り
ま
す
。

捕
獲
隊
の
活
動

と
て
も
大
変
な
捕
獲
作
業

捕
獲
作
業
従
事
者
の
確
保

↑市有害鳥獣捕獲隊辞令交付式の様子
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捕
獲
隊
が
出
動

〜
有
害
鳥
獣
パ
ト
ロ
ー
ル
に
密
着
〜

　
こ
の
日
、
ま
ず
向
か
っ
た
の
は

黒
川
町
立
目
に
設
置
さ
れ
た
カ
ラ

ス
の
捕
獲
檻お

り

。
カ
ラ
ス
が
入
っ
て

い
る
と
の
連
絡
が
あ
り
、
確
認
と

処
分
を
す
る
た
め
で
す
。
連
絡
の

と
お
り
、
檻お

り

に
は
十
羽
ほ
ど
の
カ

ラ
ス
が
。
一
緒
に
入
っ
て
し
ま
っ

た
ト
ビ
に
当
た
ら
な
い
よ
う
、
散

弾
銃
で
カ
ラ
ス
だ
け
を
処
分
。「
か

わ
い
そ
う
か
ば
っ
て
ん
し
か
た
な

か
」。
大
き
な
銃
の
音
が
２
発
、
山

あ
い
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
次
に
向
か
っ
た
の
は
、
市
街
地

に
も
近
い
住
宅
地
の
そ
ば
に
あ
る

水
田
。
最
近
イ
ノ
シ
シ
が
目
撃
さ

れ
た
と
の
通
報
が
あ
っ
た
場
所
で

す
。「
作
物
に
被
害
が
あ
っ
た
わ
け

じ
ゃ
な
か
け
ど
、
通
学
路
で
も
あ

る
け
ん
連
絡
し
ま
し
た
」
と
話
す

水
田
の
持
ち
主
。

　
有
害
鳥
獣
は
農
作
物
に
被
害
を

与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
住
民
の

安
全
な
生
活
も
脅
か
し
ま
す
。
こ

の
日
は
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
経
路
に

見
当
を
つ
け
、
警
戒
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
て
現
場
を
後
に

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
捕
獲
隊
は
東
山
代
町

の
山
間
部
に
あ
る
被
害
現
場
へ
向

か
い
ま
し
た
。

　「
こ
い
じ
ゃ
あ
、
な
あ
ん
も
な
ら

ん
も
ん
」。
捕
獲
隊
員
か
ら
た
め
息

が
漏
れ
ま
す
。
電
気
牧
柵
の
設
置

の
し
か
た
や
管
理
の
し
か
た
が
悪

い
た
め
、
水
田
に
イ
ノ
シ
シ
が
侵

入
し
、
稲
が
荒
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
捕
獲
隊
が
い
く
ら
頑
張
っ
て

も
、
駆
除
で
き
る
有
害
鳥
獣
の
数

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、

生
産
者
が
自
分
の
農
作
物
を
き
ち

ん
と
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
頭

が
良
く
、
身
体
能
力
も
優
れ
て
い

る
イ
ノ
シ
シ
。
収
穫
が
終
わ
る
ま

で
油
断
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
現
場
の
近
く
に
、
イ
ノ
シ

シ
の
『
箱
わ
な
』
を
仕
掛
け
た
と

こ
ろ
が
あ
る
と
聞
き
、
見
に
行
っ

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
大
き
な
箱

わ
な
が
、
最
初
に
設
置
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
場
所
か
ら
大
き
く
ず
れ
て

い
ま
す
。「
イ
ノ
シ
シ
は
頭
の
よ

か
け
ん
、
体
当
た
り
し
て
箱
ば
ず

ら
し
て
中
の
餌
ば
食
べ
る
と
よ
」

と
、
あ
る
隊
員
が
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
イ
ノ
シ
シ
か
ら
農
作
物
を

守
る
の
は
、
大
変
な
こ
と
な
の
だ

と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
向
か
っ
た
の
は
二
里
町

の
山
間
部
に
あ
る
、
被
害
を
受
け

た
水
田
。
こ
こ
で
は
、
電
気
牧
柵

が
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
イ
ノ
シ
シ
の
身
体
能

力
が
上
回
っ
た
よ
う
で
す
。
山
か

ら
イ
ノ
シ
シ
が
出
入
り
し
て
い
る

場
所
や
牧
柵
を
く
ぐ
っ
て
水
田
に

侵
入
し
た
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
捕
獲
隊
の
武
重
道
隆
隊
長
は
、

「
我
々
も
頑
張
っ
て
は
い
る
が
、
な

か
な
か
被
害
は
減
り
ま
せ
ん
。
収

穫
間
近
の
農
作
物
を
根
こ
そ
ぎ
荒

ら
さ
れ
る
悔
し
さ
は
痛
い
ほ
ど
よ

く
分
か
り
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ

ん
に
有
害
鳥
獣
対
策
を
し
っ
か
り

や
っ
て
も
ら
い
た
い
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

に
も
我
々
の
活
動
へ
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
す
。

　
中
に
は
「
捕
獲
報
償
金
目
当
て

に
や
っ
て
い
る
」
な
ど
の
心
な
い

言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
も
あ
る
と

か
。
し
か
し
今
回
、
約
２
時
間
の

パ
ト
ロ
ー
ル
に
同
行
し
た
だ
け

で
、
捕
獲
隊
の
苦
労
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。

カ
ラ
ス
の
捕
獲

　
前
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
。
実
際
の

活
動
は
ど
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
８
月
25
日
、
捕

獲
隊
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
同
行
し
ま
し
た
。

住
宅
地
の
近
く
に
イ
ノ
シ
シ

檻
おり

で捕獲したカラスを散弾銃で処分

水田の持ち主からイノシシの目撃情
報を聞く捕獲隊員

恐
る
べ
き
イ
ノ
シ
シ
の
能
力

電気牧柵を適切に設置していない
ため、イノシシに荒らされた水田

イノシシは体当たりで箱わなをずらし、
中の餌を食べるという

捕
獲
隊
の
活
動
に
理
解
を

今回のパトロールで出動した武重隊長
（右端）ら捕獲隊の皆さん
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特 集１　有害鳥獣から農業を守れ

有害鳥獣対策に重要な３つのポイント

　国の補助事業を活用して、中
山間地の農地を中心に電気牧
柵やワイヤーメッシュ柵を設置
し、被害防止に努めています。
有害鳥獣も生きていくために必
死です。知恵を働かせ、何とか
して柵の中に侵入して中の農作
物を食べようとします。設置後
の管理がとても重要です。

【国の事業を活用した侵入防止柵の導入】
　市、有田町、伊万里市農業協同組合などで組織する伊万里
有田地区有害鳥獣対策協議会では、国の事業を活用し、電
気牧柵やワイヤーメッシュ柵などの侵入防止柵の導入を推
進しています。詳しくは農業振興課または伊万里市農業協
同組合営農振興課（☎㉓５５６０）に問い合わせてください。

１ 防除対策

２ 棲
す

み分け対策

　有害鳥獣を駆除するには、狩猟免許が必要です。市では、
猟友会の協力を得て、有害鳥獣の駆除対策に取り組んでい
ます。市のイノシシ捕獲頭数は、県内でも多い数字です。
駆除を行うにあたり、殺処分や埋設などに大変な労力を必
要とする中で、駆除従事者は、生産者のため、農作物を守
るために尽力しています。市民のみなさんの理解と協力を
お願いします。また、駆除従事者の高齢化が進む中、農作
物被害を減少させるためには、駆除従事者の確保が急務と
なっています。

３ 駆除対策

　見通しが悪い林ややぶは、
有害鳥獣の隠れ家

が

になりやす
く、また、捨てられた生ごみ
や放任果樹などがある場合は、
格好の餌場になります。この
ため、『有害鳥獣の隠れ家

が

や餌
場をなくす』といった生息地
の管理が必要です。

有害鳥獣の餌になってしま
う畑に放置された農作物

有害鳥獣の侵入を防ぐ
ワイヤーメッシュ柵

　
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
の
対
策
に
、
猟
友
会

や
捕
獲
隊
な
ど
の
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
効
果
的

に
減
ら
す
に
は
『
棲
み
分
け
対
策
』、『
侵
入

防
止
対
策
』、『
捕
獲
対
策
』
の
３
つ
の
対
策

を
、
地
域
が
ま
と
ま
っ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。『
棲
み
分
け
対

策
』
は
、
集
落
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
た
め
に
、

農
作
物
残
さ
な
ど
を
捨
て
な
い
こ
と
や
、
集

落
近
く
の
耕
作
放
棄
地
を
減
ら
す
こ
と
が
必

要
で
す
。『
侵
入
防
止
対
策
』
は
、
農
地
に

入
れ
な
い
よ
う
集
落
単
位
で
柵
を
張
る
こ
と

や
、
日
頃
の
点
検
・
管
理
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。『
捕
獲
対
策
』
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
と
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
や
、
地
域

で
捕
獲
者
を
確
保
・
育
成
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
成
果
が
上
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
導
入
や
狩
猟
免

許
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
作
物
だ
け
で
な
く
、『
集
落
を
守
っ
て

い
く
』
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
地
域
全
体
で

有
害
鳥
獣
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

農業振興課
営農流通係

井手　功三

地
域
や
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
重
要
で
す

有
害
鳥
獣
対
策
の
た
め
に

　
市
猟
友
会
や
捕
獲
隊
は
、
農
作

物
は
も
と
よ
り
私
た
ち
の
安
全
な

生
活
を
守
る
た
め
に
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で

は
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
な
く

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち

市
民
が
理
解
と
意
識
を
高
め
、
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
地
域
ぐ
る
み

で
有
害
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
環

境
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
タ
ヌ
キ
や

ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
に
餌
付
け
を
し

な
い
こ
と
や
、
出
荷
で
き
な
い
規

格
外
の
農
作
物
な
ど
を
畑
に
放
置

し
た
ま
ま
に
し
な
い
こ
と
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
生
産
者
が
安
心
し
て
農
作
物
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

私
た
ち
が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ

う
、
一
人
一
人
が
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

農作物被害の3要素
バランスが重要

個体数管理

生息地管理 農地管理

被害程度

農地・集落周辺に
出没するイノシシの
生息数

農地・集落周辺の環境改善 農地に適正な防護柵
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歳
入
総
額 

２
７
５
億
７
２
０
６
万
円

　
　
　
　
　
　
は
、
歳
入
の
状
況

を
示
し
て
い
ま
す
。
歳
入
の
総
額

は
、
２
７
５
億
７
２
０
６
万
円
で
、

平
成
29
年
度
に
比
べ
て
０
・
４
㌫

増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
市
税
な
ど
市
が
独
自

に
確
保
で
き
る
『
自
主
財
源
』
と
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助

金
、
交
付
金
な
ど
の
『
依
存
財
源
』

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
総
額
は
、１
２
７
億

７
３
８
４
万
円
で
全
体
の
46
・
３

㌫
を
占
め
、
平
成
29
年
度
に
比
べ

て
７
・
５
㌫
増
加
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
市
税
が
70
億
１
８
１
０
万

円
で
、
平
成
29
年
度
に
比
べ
て

１
・
４
㌫
増
加
し
、
そ
の
他
の
う

ち
寄
附
金
は
10
億
２
１
７
万
円

で
平
成
29
年
度
に
比
べ
て
13
・

８
㌫
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
の
総
額
は
、
１
４
７

億
９
８
２
２
万
円
で
、
全
体
の

53
・
７
㌫
を
占
め
、
平
成
29
年
度

に
比
べ
て
４
・
９
㌫
減
少
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
地
方
交
付
税
な
ど

は
71
億
７
９
８
０
万
円
で
、
平
成

29
年
度
に
比
べ
て
２
・
３
㌫
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　一般会計の決算額は、歳入総額（１年間に
市に入ってきたお金）が 275 億 7,206 万
円、歳出総額（１年間に市が使ったお金）が
272 億 1,958 万円で、差額３億 5,248 万
円（形式収支）は令和元年度へ繰り越しまし
た。ただし、この差額の中には、令和元年度
に支払う 2,783 万円（翌年度の繰り越し財
源）が含まれており、これを除く実質収支は
３億 2,465 万円の黒字でした。この実質収
支から平成 29 年度の実質収支２億 7,545
万円を差し引いた平成 30 年度の単年度収支
は 4,920 万円の黒字となりました。なお、
平成 30 年度は、平成 29 年度に比べて歳入
が約１億 1,967 万円、歳出が約 4,685 万
円増加しています。
　最近の景気の動向は、緩やかな回復が続い
ているものの地方においては直接的な効果を
実感できない状況にあり、依然として市の財
政状況は厳しい状況が続くと見込まれます。
今後もより一層の行財政改革に取り組んでい
くことが必要です。

一般会計の状況

 

歳
入
の
状
況

グ
ラ
フ
１

依存財源：147億9,822万円
　　　　（53.7％）

自主財源：127億7,384万円
　　　（46.3％）

自主財源依存財源

市税
70億1,810万円

（25.4％）

その他
57億5,574万円

（20.9％）地方交付税など
71億7,980万円

（26.1％）

国庫支出金
37億521万円
（13.4％）

県支出金
24億7,399万円

（9.0％）

市債
14億3,922万円

（5.2％）

グラフ１ 一般会計歳入の状況

　
平
成
30
年
度
の
伊
万
里
市
の
決
算
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
の
税
金
な
ど
を
も
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
う
一
般

会
計
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
な
ど
を
も
と
に
特
定
の
事
業
を
行
う
特

別
会
計
、
ま
た
、
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算
で
事
業
を
行
う
企
業

会
計
や
市
有
財
産
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
30
年
度

決
算
報
告

●

問
合
先
　
財
政
課
財
政
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
２
）

特集 2
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特 集 2 　平成 30年度決算報告

交
通
安
全
対
策
な
ど
に
要
す
る
経

費
と
し
て
『
総
務
費
』
に
約
55
億

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
借
入
金
の
元
利
償

還
金
に
充
て
る
『
公
債
費
』
に
約

21
億
円
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育

な
ど
の
『
教
育
費
』
に
約
20
億
円
、

生
活
環
境
整
備
な
ど
の
『
衛
生
費
』

に
約
18
億
円
、
道
路
や
河
川
、
公

園
整
備
な
ど
の
『
土
木
費
』
に
約

17
億
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
は
、
歳
出
を
目
的

別
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。

　
最
も
多
く
支
出
し
た
の
は
『
民

生
費
』
の
約
１
０
３
億
円
で
、
全

体
の
37
・
９
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
社
会
福
祉
や
児
童
福
祉
、

生
活
保
護
な
ど
、
安
定
し
た
市
民
生

活
を
保
障
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　
次
い
で
、
庁
舎
の
維
持
管
理
や

　
　
　
　
　
　
は
、
歳
出
の
状
況

を
示
し
て
い
ま
す
。
歳
出
総
額
は

２
７
２
億
１
９
５
８
万
円
で
、
平

成
29
年
度
に
比
べ
て
０
・
２
㌫
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
性
質
別
に
、
人
件
費
な

ど
の
『
義
務
的
経
費
』、
普
通
建
設

事
業
な
ど
の
『
投
資
的
経
費
』、
物

件
費
な
ど
の
『
消
費
的
経
費
』、『
そ

の
他
の
経
費
』
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
は
、
１
２
２
億

７
４
９
３
万
円
で
、
全
体
の
45
・
１

㌫
を
占
め
、
平
成
29
年
度
に
比
べ

て
０
・
８
㌫
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
人
件
費
は
37
億
１
８
９
５
万

円
で
、
平
成
29
年
度
に
比
べ
て
１
・

４
㌫
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
、
18
億
７
８
０
０

万
円
で
、
全
体
の
６
・
９
㌫
を
占
め
、

平
成
29
年
度
に
比
べ
て
28
・
５
㌫
減

少
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
普
通
建

設
事
業
費
は
、
16
億
７
１
５
２
万

円
で
、
平
成
29
年
度
に
比
べ
て
35
・

１
㌫
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
的
経
費
は
、
63
億
７
６
８
４

万
円
で
、全
体
の
23
・
４
㌫
を
占
め
、

平
成
29
年
度
に
比
べ
て
４
・
３
㌫

増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
物
件

費
は
31
億
７
７
９
５
万
円
で
、
平

成
29
年
度
に
比
べ
て
１
・
９
㌫
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
は
、
特
別
会

計
な
ど
へ
の
繰
出
金
な
ど
66
億

８
９
８
１
万
円
で
、
全
体
の
24
・

６
㌫
を
占
め
、
平
成
29
年
度
に
比

べ
て
10
・
３
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

 

歳
出
の
状
況

歳
出
総
額 

２
７
２
億
１
９
５
８
万
円

民 生 費

総 務 費

公 債 費

教 育 費

衛 生 費

土 木 費

消 防 費

農林水産業費

諸支出金

商 工 費

議 会 費

災害復旧費

労 働 費

※（　）内の数値は対前年度比

103 億 1,660 万円

54 億 9,937 万円

20 億 6,140 万円

20 億　 262 万円

18 億 1,595 万円

16 億 9,297 万円

11 億 2,224 万円

9 億 3,913 万円

6 億 4,734 万円

5 億 5,559 万円

2 億 6,823 万円

2 億 2,678 万円

7,136 万円

（億円）0	 10	 20	 30	 40	 50	 60	 70	 80	 90	100

 

目
的
別
歳
出

（△ 2.8％）

（＋ 16.4％）

（△ 6.7％）

（△ 26.6％）

（＋ 22.3％）

（△ 1.3％）

（△ 9.1％）

（＋ 18.8％）

（△ 5.1％）

（△ 6.4％）

（＋ 0.0％）

（＋ 299.8％）

（＋ 0.0％）

グ
ラ
フ
２

グ
ラ
フ
３

グラフ３ 目的別歳出の状況

義務的経費：122億7,493万円
　　　　（45.1％）

消費的経費：63億7,684万円
　　　  （23.4％）

投資的経費：18億7,800万円
　　　  （6.9％）

その他の経費：66億8,981万円
　　　　  （24.6％）

その他

人件費
37億1,895万円

（13.7％）

扶助費
64億9,470万円

（23.8％）

公債費
20億6,128万円

（7.6％）

普通建設事業費
16億7,152万円

（6.1％）

災害復旧事業費
2億648万円
（0.8％）

物件費
31億7,795万円

（11.7％）

補助費など
30億7,082万円

（11.3％）

その他の経費
66億8,981万円

（24.6％）

義務的
経費

投資的
経費

消費的
経費

グラフ２ 一般会計歳出の状況

維持補修費
1億2,807万円

（0.4％）
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区　　分 平成30 年度末残高

一般会計 213億9,005万円

国民健康保険（特別会計） 2億5,000万円

公共下水道事業（特別会計） 94億3,202万円

農業集落排水事業（特別会計） 9億   151万円

水道事業（企業会計） 55億6,661万円

工業用水道事業（企業会計） 111億2,390万円

合　計 486億6,409万円 

区　　　分 平成30 年度末残高

１ 財政調整基金 15億3,411万円

２ 減債基金 5億     61万円

３ 公共施設整備基金 4億4,499万円

４ 城Ⅱ灌漑揚水施設維持管理
基金 8,818万円

５ 国民健康保険基金 1億2,000万円

６ 介護保険基金 3億7,567万円

７ 教育振興奨励基金 3,555万円

８ まちづくり基金 4億8,008万円

９ 福祉基金 4億7,020万円

10 ふるさと応援基金 8億4,982万円

11 広域ごみ処理施設建設に係る
地域振興基金 3億9,895万円

合　計 52億9,816万円

　市債残高全体に対する市民１人当たりの借入金（市
債）残高は 88 万 9,638 円、市民１人当たりの預金（基
金）残高は 9 万 6,857 円となっています。
　市債の発行は償還元金以内に抑え、新たな借金の
抑制に努めながら、計画的な返済と市債残高の縮減
を行います。
　また、基金については、災害や不測の事態に備えて、
計画的に積み立てます。
※市の人口 54,701 人（令和元年9月１日現在、住民
基本台帳による）で算出

会 計 区 分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 71億1,651万円 68億5,156万円 2億6,495万円

介護保険 63億5,780万円 61億9,409万円 1億6,371万円

立花台地開発事業 2億8,403万円 2億8,403万円 0万円

公共下水道事業 21億3,460万円 20億6,243万円 7,217万円

農業集落排水事業 1億5,570万円 １億4,093万円 1,477万円

市営駐車場 1,749万円 1,359万円 390万円

後期高齢者医療 14億2,238万円 14億1,962万円 276万円

　『特別会計』は、決められた特定の事業を行
う場合に、特定の収入をもってその事業に充て
る会計で、一般会計とは区別して経理していま
す。市には７つの特別会計があります。

会 計 区 分 収　　入 支　　出 差　　引

水道事業
収益的 15億　362万円 14億1,237万円 9,125万円

資本的 5億6,325万円 11億7,470万円 △ 6億1,145万円

工業用
水道事業

収益的 10億1,662万円 11億　400万円 △      8,738万円

資本的 6億5,108万円 7億8,691万円 △ 1億3,583万円

　『企業会計』は、公営企業法に定められた独
立採算を基本とした会計で、市には２つの企業
会計があります。

● 健全化判断比率（４種類の指標）　この指標は、値が小さいほど財政が健全であることを示します。平成 30 年度決算に基
づき算定した各指標は、いずれも早期健全化の基準値を下回りました。

※『ー』は、当該比率が生じていない（黒字である）ことを表しています。
※早期健全化基準を上回ると、歳出削減を行うための財政健全化計画の策定が義務付けられます。また、財政再生基準を上回

ると、財政再生計画の策定が義務付けられ、地方債の発行が制限される場合があります。
● 資金不足比率　各公営企業における『資金不足比率』については、いずれも資金不足はありませんでした。
※公営企業とは、水道事業、工業用水道事業の企業会計と、立花台地開発事業、公共下水道事業、農業集落排水事業の特別会

計をいいます。

指　標　名 比　率 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率
一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規
模に対する比率

ー 12.86％ 20.00％

連結実質赤字比率
すべての会計を対象とした実質赤字（または
資金の不足額）の標準財政規模に対する比率

ー 17.86％ 30.00％

実質公債費比率
一般会計が負担する元利償還金および準元利
償還金の標準財政規模に対する比率

16.5％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率
一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率

78.4％ 350.0％

平成 30 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率について

　『基金』は、一般家庭の普通預
金に当たる財政調整基金や借金
の返済に充てる減債基金など、
11 の特定目的基金があります。

各会計ごとの市債残高です。

平成 30 年度決算における健全化判断比率および資金不足比率は、次のとおりです。

※太字の基金については、皆さんの善意を受けなが
ら基金の充実を図りました。

特別会計の状況

企業会計の状況

　市債残高

　基金残高
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特 集 2 　平成 30年度決算報告

　市の財政状況を、わが家の家計簿として考えてみましょう。平
成 30 年度一般会計決算の歳入から市税 70 億 1,810 万円と地方
交付税などの 71 億 7,980 万円を合わせた、141 億 9,790 万円
を給料 400 万円の家計に置き換えた『いまり家の家計簿』（左下表）
を作成しました。

収入の約５割は給料

いまり家の家計グラフ（内訳）

　平成 30 年度の『いまり家』の収入を見る
と、支出を賄う収入を確保するために、銀行
からの借り入れ（③）や預貯金の取り崩し（⑦）
を行っていることがわかります。
　今後の景気動向や国の財政状況などにより、

『いまり家』の給料（①）や実家からの援助（②）
も減少する可能性があります。

　生活費（⑧）や医療費・学費など（⑨）、ロー
ンの返済（⑪）、子どもへの仕送り（⑫）など
の最低限必要な経費が多く、自由に使えるお金
が多くないことから、預貯金（⑭）への積立は
全体の 8.9 ㌫しかないなど、『いまり家』はぜ
いたくをできる状況ではないといえます。
　今後も医療費など（⑨）が増加していくこと
が見込まれますので、現状を維持するために
は、できる限り支出を抑えなければなりませ
ん。また、『いまり家』は家の老朽化が進んで
おり、今後、家の増改築（※）（⑩）が必要な
部分が多いことや、不慮の出費に備えるため
に、借金の残高を減らしながら、毎年の預貯金
をもっと増やすよう努力していくことが必要
です。

（※）ここでの『家の増改築』は、小・中学校
などの公共施設の整備を示しています。

　収入（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　776.7 万円
①給料（諸手当含む）　
　市　税
　地方譲与税
　利子割交付金
　配当割交付金
　株式等譲渡所得割交付金
　地方消費税交付金
　自動車取得税交付金
　地方特例交付金
　地方交付税
　交通安全対策特別交付金

②実家からの援助
　国庫支出金
　県支出金

400.0 万円
197.7 万円

8.6 万円
0.3 万円
0.4 万円
0.3 万円

29.6 万円
1.9 万円
0.9 万円

160.0 万円
0.3 万円

174.1 万円
104.4 万円
69.7 万円

③銀行からの借り入れ
　市　債

④雑収入
　諸収入
　寄附金

⑤家賃収入
　分担金及

およ

び負担金
　財産収入
　使用料及び手数料

⑥前年の余り
　繰越金

⑦預貯金の取り崩し
　繰入金

40.5 万円
40.5 万円

47.2 万円
19.0 万円
28.2 万円

22.2 万円
12.4 万円
0.7 万円
9.1 万円

7.9 万円
7.9 万円

84.8 万円
84.8 万

節約と貯蓄

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

いまり家 の
　　　家計簿 は？

左上の表（支出）を円グラフで表すと、
このようになります。

⑧生活費（食費・
光熱水費など）

194.3万円
（25.3％）

⑨医療費・学費など
183万円

（23.9％）

⑫子どもへの仕送り
97.9万円

（12.8％）

⑩家の増改築費
47.1万円
（6.1％）

⑪ローンの返済
58.1万円
（7.6％）

⑬税金・
自治会の会費
86.5万円
（11.3％）

⑮その他
31.5万円
（4.1％）

⑭預貯金
68.5万円
（8.9％）

　支出（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　766.9 万円
⑧生活費（食費、光熱水費など）
　人件費
　物件費

⑨医療費・学費など
　扶助費

⑩家の増改築費
　普通建設事業費

⑪ローンの返済
　公債費

⑫子どもへの仕送り
　繰出金

194.3 万円
104.8 万円
89.5 万円

183 万円
183 万円

47.1 万円
47.1 万円

58.1 万円
58.1 万円

97.9 万円
97.9 万円

⑬税金・自治会の会費
　補助費など

⑭預貯金
　積立金

⑮その他
　維持補修費
　災害復旧費
　投資・出資・貸付金

86.5万円
86.5 万円

68.5万円
68.5 万円

31.5万円
3.6 万円
5.8 万円

22.1 万円

　
少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報

化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
な
ど
を
背
景
に
、
行
政
に

対
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
複

雑
化
、
多
様
化
す
る
中
で
、

自
治
体
に
は
、
限
ら
れ
た
行

政
資
産
を
有
効
に
活
用
し
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
迅
速
か
つ

的
確
に
反
映
で
き
る
体
制
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
し
て
策
定
し
た
『
第

４
次
財
政
基
盤
安
定
化
計
画
』

に
基
づ
き
、
歳
入
の
確
保
や
歳

出
の
抑
制
、
事
業
の
厳
選
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
内
の
経
済
情

勢
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
が

改
善
し
、
緩
や
か
な
回
復
が

続
い
て
い
る
も
の
の
、
地
方

に
お
い
て
は
直
接
的
な
効
果

を
実
感
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
税

を
は
じ
め
と
し
た
、
市
の
財

政
を
支
え
る
一
般
財
源
の
大

幅
な
増
収
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
が
、
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
維
持
補
修
や
保
育
園
、

小
中
学
校
の
改
築
な
ど
、
今

後
も
多
く
の
財
政
需
要
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
安
定

し
た
行
財
政
運
営
を
継
続
し
、

真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、『
第
４

次
財
政
基
盤
安
定
化
計
画
』
に

基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
継
続
し
な
が
ら
、
新

た
な
創
意
工
夫
を
加
え
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
強
い
信
念
を

持
っ
て
、
行
財
政
改
革
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
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み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

8.23
海洋温度差発電についての市民講座

市民の皆さんも理解を深めて

佐賀大学海洋エネルギー研究センター伊万里サテライト

で、海洋温度差発電についての市民講座がありました。

市と久米島町、佐賀大学の３者により締結した連携協定

に基づく事業として開催したもので、伊万里商工会議所

の会員企業など 18社・団体、25人が参加。佐賀大学に

よる講話や海洋温度差発電施設の見学などを行いました。

波力発電についても実験装置により説明がありました 海洋温度差発電装置の模型を見学する参加者

海洋温度差発電の原理についての講義の様子

第 48 回市老人福祉大会

生きがいづくりで健康長寿を

市民会館で市老人福祉大会がありました。これは、高齢者

の生きがいづくりと交流の拡大を目的に、市と市老人クラ

ブ連合会が毎年開催しているものです。式典のあと、鹿島

市老人クラブ連合会会長の髙松昭三さんが『健康で長寿の

為に』と題して講演したほか、25の団体や個人が歌や踊

りを披露しました。また、書や工芸などの展示もありました。

髙松さんによる講演の様子

8.23

会場内には書や工芸などの力作が並びました

演芸発表ではさまざまな歌や踊りが披露されました
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み ん な の 広 場み ん な の 広 場

↑家族連れなどでにぎわう会場

児童生徒が夏休みや技術・家庭科の時間に創作した作品を

展示する、市立学校夏季創作品展が市民センターでありま

した。習字や絵画、工作、調査研究など、約 1,300 点の

個性豊かな力作が展示され、家族連れなど多くの人が訪

れました。子どもたちは、所狭しと並べられた中から自分

や友達の作品を見つけ、嬉しそうな声を上げていました。

第 55 回市立学校夏季創作品展

個性豊かな作品を一堂に展示

9.7-9

み ん な の 広 場み ん な の 広 場

↑カップ入りフルーツと朝食の大切さを伝えるチラシ

伊万里モーニングスタイル〜伊万里の朝を食べよう〜

朝の駅前で元気をチャージ

通学中の高校生にフルーツを配る食のまちづくり推進委員

市食のまちづくり推進委員会が、ＪＲとＭＲの伊万里駅

で通学途中の高校生に朝食代わりの伊万里産フルーツを

提供しました。これは、朝食の必要性を生徒たちに食べ

て感じてもらおうと実施したもので、カット梨とぶどう

を入れたカップを 140 個用意。『朝ごはんを食べて元気

もりもり』などと書かれたチラシを添えて手渡しました。

9.4

キャプション

9.11

9.8

普通救命講習会

いざというとき一歩踏み出す勇気を

伊万里消防署で普通救命講習会がありました。これは、

人命に関わる緊急時に迅速に対処できるようになっても

らおうと一般市民を対象に行われたもので、16人が参加。

消防署職員による救急医療に関する講義のあと、胸骨圧

迫のしかたやＡＥＤの使いかたなどの実技訓練があり、

参加者は、いざというときの処置のしかたを学びました。

命をつなぐための救急処置の大切さを学ぶ参加者

↑人形を使って胸骨圧迫やＡＥＤ使用の方法を実践

啓成中学校イングリッシュ・デイ

楽しみながら英語に触れよう

↑外国語指導助手に対し、英語で発表する生徒

啓成中学校でイングリッシュ・デイがありました。これは、

授業で身に付けた英語を実際に使うことで、生徒の英語

学習への意欲や外国への興味・関心を高めようと行われ

たもので、３年生 117 人と県教育委員会から派遣された

外国語指導助手４人が参加。各クラスに分かれ、英語を

使って伊万里を紹介したり、ゲームをしたりしました。

9.6
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ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

沈ち
ん

黙も
く

は
金き
ん  

雄ゆ
う

弁べ
ん

は
銀ぎ
ん

と
は  

真ま

逆ぎ
ゃ
く

な
り

　
　
　
　
　
　

声こ
え

な
き
声こ
え

は  

無む

力り
ょ
く

の
声こ
え

ぞ

つ
く
し
俳
句
会

中
西　

信
行

伊
万
里
白
露
短
歌
会

池
田　

多た

鶴づ

子こ

裾す
そ

少す
こ

し  

濡ぬ

ら
し
て
帰か
え

る  

萩は
ぎ

の
露つ
ゆ

　
８
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
、
山

代
町
久
原
の
黒
田
代
野
営
場
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
集
団
野
営
生
活

を
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
明
日
の
郷

土
を
担
う
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
し
よ
う
と
、
市
青
少
年
団
体
連

絡
協
議
会
と
市
教
育
委
員
会
が
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　
参
加
し
た
９
人
の
児
童
は
、
木

材
を
使
っ
て
の
火
起
こ
し
や
竹
を

利
用
し
た
食
器
作
り
、
野
外
炊
飯
、

カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
、
数
多
く
の
こ

と
に
挑
戦
し
、
一
つ
一
つ
成
し
遂

げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
少
し
た
く
ま
し
く
な
っ
た
顔
で

閉
村
式
を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。↑小島公園の海でカヌー体験

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
４
日
間

↑参加した児童とスタッフの皆さん

市
内
の
最
高
齢
者
を
深
浦
市
長
が
訪
問

明
治
か
ら
令
和
ま
で
の
五
代
を
生
き
抜
い
て

佐藤  アサヨ さん
二里町・107 歳

　
９
月
３
日
、
市
内
に
お
け
る
最

高
齢
者
を
深
浦
弘
信
市
長
が
訪
問

し
、
長
寿
を
祝
っ
て
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

　
今
回
訪
問
し
た
二
里
町
の
佐
藤

ア
サ
ヨ
さ
ん
は
１
０
７
歳
（
訪
問

日
現
在
）。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
の

笑
顔
で
、
自
然
と
周
囲
の
人
た
ち

を
穏
や
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
る
ア
サ
ヨ
さ
ん
。
食
欲
旺お

う

盛せ
い

で
、

何
で
も
食
べ
、
健
康
状
態
も
良
好

で
す
。

　
若
い
頃
か
ら
と
て
も
聡そ

う

明め
い

だ
っ

た
ア
サ
ヨ
さ
ん
は
、
以
前
、
毛
糸

屋
を
さ
れ
て
お
り
、
カ
ー
デ
ィ
ガ

ン
な
ど
の
注
文
を
受
け
て
編
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
現
在
も
、
昔
編
ん

だ
毛
糸
の
帽
子
を
大
切
に
被
ら
れ

て
い
る
と
か
。
そ
ん
な
ア
サ
ヨ
さ
ん

の
長
生
き
の
秘
訣け
つ

は
、『
何
事
も
好

奇
心
を
持
つ
こ
と
』。
市
内
の
最

高
齢
者
と
な
っ
た
感
想
を
聞
か
れ

る
と
「
嬉
し
か
」
と
幸
せ
い
っ
ぱ

い
の
表
情
で
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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ほ が ら か ペ ー ジほ が ら か ペ ー ジ

市は、事業所や市民の皆さんと協働で、仕事と、子育て・介護や地域活動などの生活を両立させる『ワーク・ライフ・
バランス』を推進しています。このコーナーでは、市内の事業所が取り組んでいる働きやすい職場づくりを紹介します。

有限会社　畑萬陶苑

広げよう 『ワーク・ライフ・バランス』

〜お客様の心に響く『心を込めたものづくり』を通して、真の豊かな生活文化を提案する〜

会社の取組

◎有給休暇、育児休業取得の促進
　有給休暇、育児休業の取得を促進し、子育て中の社員

が仕事と家庭生活を両立できるよう支援しています。
◎伝統工芸の技術向上　
　労働環境の改善を図り、社員の伝統工芸の技術向上

を目指しています。
◎スキルアップを支援　
　技術向上のために、新たな技術開発や技術移転を行

うことで、社員のスキルアップを目指しています。

代表者　：代表取締役社長　畑石　眞
しん

嗣
じ

事業内容：製造業
所在地　：大川内町
従業員数：18 人（男性 8 人、女性 10 人）

● 問合先　企画政策課男女協働推進係
（ 　☎㉓２１１５）

↑絵付け作業場の様子

一人一人の技術と技能が発揮される
ためには、心も身体も健康であるこ
とが大切です。それぞれが置かれて
いる育児や介護の実状に合った、有
給休暇の取得を促進しています。

代表取締役社長からひと言

畑石 眞嗣 代表取締役社長

社 員 の 声
Worker 's  Vo ice

★仕事と子育ての両立は大変ですが、職
場の理解と協力もあり、安心して仕事
ができます。とても感謝しています。

（40 代女性）

★アットホームな雰囲気の会社です。毎
日楽しく仕事をしています。職場の環
境も良く、仕事にやりがいを感じられ
ます。　　　　　　　　　（30代女性）

ア ル バ ム

わが家の

＊信
まこと

・葉子さんの次男

＊二里町西八谷搦

(     )３歳
９か月前田 悠

はる

真
ま

さん

　
ぼ
く
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
遊
ぶ
の

が
好
き
だ
よ
★
好
き
な
食
べ
物

は
ラ
ー
メ
ン
や
餃
子
、
ハ
ン

バ
ー
グ
な
ん
だ
♪
最
近
夢
中
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
虫
取
り
を

す
る
こ
と
と
、
マ
マ
の
料
理
の

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
だ
よ
♬

　
お
調
子
者
で
、
い
つ
も
み
ん
な

を
笑
わ
せ
て
く
れ
る
悠
真
♬
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
笑
っ
て
、
元
気

に
大
き
く

育
っ
て
く
だ

さ
い
♥
み
ん

な
悠
真
の
こ

と
が
大
好
き

で
す
☆彡

吉牟田 陽
あきら

 さん

◆ 中国木材株式会社
伊万里事業所（山代町）

◆ 平成 28 年４月入社

(35 歳・脇田 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
人
事
、
総
務
、
渉
外
な
ど
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と

　
社
内
・
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
い

合
わ
せ
に
誠
実
に
対
応
す
る

こ
と
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）

　
新
し
い
知
識
を
学
ぶ
こ
と
で
す

◇
趣
味
　
史
跡
巡
り
と
飲
み
歩
き

◇
特
技
　
カ
ラ
オ
ケ

◇
市
民
へ
一
言
　『
中
国
木
材
』

の
社
名
は
中
国
地
方
の
広
島

県
に
本
社
が
あ
る
こ
と
が
由

来
で
す
。
当
社
が
伊
万
里
へ
進

出
し
て
17
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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８
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
、
熊

本
県
立
総
合
体
育
館
で
『
全
国
高

等
学
校
剣
道
大
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
男
子
個
人
の
部
で
出
場

し
た
敬
徳
高
校
剣
道
部
の
２
人
の

生
徒
が
上
位
の
成
績
を
収
め
、
９

月
６
日
、
深
浦
弘
信
市
長
に
喜
び

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
深
浦
市
長
は「
試
合
は
大
変
だ
っ

た
と
思
う
が
、
よ
く
頑
張
っ
た
。

敬
德
高
校
と
、
伊
万
里
の
名
を
広

め
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
現
在
、
高
校
３
年
生
で
、
来
春

か
ら
大
学
へ
進
学
す
る
予
定
の
２

人
は
、「
今
度
は
日
本
一
に
な
れ
る

よ
う
に
、
大
学
で
も
一
か
ら
頑
張

り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

第
66
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会

応
援
し
て
く
れ
た
す
べ
て
の
人
に
感
謝

↑準優勝の小川さん（前列右から２番目）
と５位入賞の江口さん（同３番目）

◆
第
73
回
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

●

期
　
日
　
９
月
５
日

●

場
　
所
　
国
見
台
球
技
場

《
上
位
成
績
》

▽
優
　
勝
　
大
久
保

▽
準
優
勝
　
井
手
野

▽
３
　
位
　
大
川
１

頭
脳 

× 

技
術 

× 

チ
ー
ム
プ
レ
ー

２
つ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
熱
き
戦
い

特
別
賞
受
賞
者
（
90
歳
以
上
）

氏
　
名

年
齢

町 

名

岩
﨑
　
百
合
枝

96

二
　
里

山
口
ツ
タ
子

93

大
　
川

杉
本
　
禎
藏

93

大
　
川

古
賀
　
光
雄

93

南
波
多

小
松
　
正
喜

91

南
波
多

池
田
エ
イ
子

91

二
　
里

吉
原
　
年
雄

90

大
　
川

力
重
　
久
江

90

大
　
坪

（
年
齢
は
９
月
12
日
現
在
、
敬
称
略
）

↑チームプレーで勝利を目指す出
場者たち

◆
第
32
回
市
長
杯
争
奪
市
民
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会

●

期
　
日
　
９
月
12
日

●

場
　
所
　
国
見
台
球
技
場

《
上
位
成
績
》

▽
優
　
勝
　
原
屋
敷
（
南
波
多
町
）

▽
準
優
勝
　
井
手
野
（
南
波
多
町
）

▽
３
　
位
　
長
浜
（
東
山
代
町
）

10 月の市民スポーツ

　
な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
大
会
成
績

【
男
子
　
個
人
の
部
】

▽
準
優
勝
　
小
川
　
夢ゆ

希き

也や

▽
５
　
位
　
江
口
　
慶け

い

ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

３日（木）
● 市老連レディースグラウンド・ゴル

フ大会

　午前８時 30 分開会　国見台球技場

５日（土）、６日（日）
● 議長旗争奪中学生野球大会

　午前８時 30 分開会　国見台野球場

６日（日）
● 【伊万里スポーツデイ】

　アジャタ大会、ペタンク大会

　午前８時 30 分開会

国見台体育館・球技場

　伊万里っ子・キッズスポーツフェス

ティバル

　午前９時開会　青嶺中学校グラウンド

10 日（木）
● ふれあいいきいきグラウンド・ゴル

フ大会

　午前８時 30 分開会

国見台陸上競技場ほか

13 日（日）
● 伊万里４地区テニス大会

　午前９時 30 分開会　国見台庭球場

● 市近郊ジュニアバドミントン交流大会

　午前９時開会　国見台体育館

19 日（土）
● 市小学校陸上運動大会

　午前８時 20 分開会

国見台陸上競技場

19 日（土）、20 日（日）
● 県民スポーツ大会

　鳥栖市、神埼市ほか

26 日（土）、27 日（日）
● 市長旗争奪伊万里地区高等学校野球

秋季大会

　午前９時開会　国見台野球場
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

〜
人
間
ら
し
い
働
き
方
を
求
め
て
〜

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　
最
近
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会

が
増
え
た
気
が
し
ま
す
。
日
本
語

で
は
『
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
』
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、

わ
が
国
は
、
長
時
間
労
働
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
非
正
規
職
の
増
加
な

ど
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
後

進
国
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
『
労
働
条
件
を
悪
化
さ
せ
て

で
も
利
益
を
出
す
』
と
い
う
考
え

方
が
払ふ

っ

拭し
ょ
く

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や

『
長
時
間
労
働
や
転
勤
が
当
然
と

さ
れ
て
い
る
男
性
中
心
の
働
き
方

を
前
提
と
し
た
労
働
慣
行
』
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
議

論
す
る
際
、
利
益
・
企
業
重
視
の

働
き
方
の
見
直
し
が
重
視
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
男
性
中
心
の
働
き
方

を
見
直
す
こ
と
は
、
女
性
の
離
職

防
止
や
復
職
の
促
進
に
な
り
、
労

働
力
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、『
男
性
＝
扶
養
者
＝
正

規
職
』『
女
性
＝
被
扶
養
者
＝
非
正

規
職
』
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
見
直

し
や
、
正
規
・
非
正
規
の
格
差
解

消
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
長
時
間
労
働
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
よ
っ
て
、
心
身
と
も
に
衰
弱
し
、

離
職
や
病
に
つ
な
が
っ
て
い
る
労

働
環
境
が
、
女
性
に
限
ら
ず
す
べ

て
の
人
が
働
き
や
す
い
環
境
に
変

わ
る
こ
と
は
、
男
性
に
と
っ
て
も
望

む
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
の
単
語
の
意
味

は
『
ま
と
も
な
、
見
苦
し
く
な
い
、

き
ち
ん
と
し
た
』
で
す
。
あ
な
た

は
自
分
の
体
や
家
庭
を
犠
牲
に
し

て
、
ま
と
も
と
は
言
え
な
い
働
き

方
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
人
間
ら

し
い
働
き
方
を
求
め
て
、
一
度
立

ち
止
ま
り
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

特
別
賞
受
賞
者
（
90
歳
以
上
）

氏
　
名

年
齢

町 

名

岩
﨑
　
百
合
枝

96

二
　
里

山
口
ツ
タ
子

93

大
　
川

杉
本
　
禎
藏

93

大
　
川

古
賀
　
光
雄

93

南
波
多

小
松
　
正
喜

91

南
波
多

池
田
エ
イ
子

91

二
　
里

吉
原
　
年
雄

90

大
　
川

力
重
　
久
江

90

大
　
坪

（
年
齢
は
９
月
12
日
現
在
、
敬
称
略
）

郷

土

の

文

化

財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
伊
万
里
城
跡

め
て
、
伊
万
里
地
方
よ
り
西
の

抑
え
と
し
て
い
た
こ
と
が
文
書

（
多
久
家
文
書
ほ
か
）
か
ら
伺
え

ま
す
。

　
城
郭
遺
構
の
名
残
を
見
る
こ

と
は
難
し
い
伊
万
里
城
跡
で
す

が
、
丘
陵
南
端
の
道
路
上
（
図

中
○
）
か
ら
は
伊
万
里
湾
を
望

む
こ
と
が
で
き
、
木
須
町
の
金

比
羅
城
跡
（
木
須
町
戸
渡
島
）

も
視
界
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
伊
万
里
城
跡
は
伊
万
里
町
城

山
に
か
つ
て
あ
っ
た
山
城
跡
で
、

現
在
は
城
山
公
園
と
な
っ
て
い

ま
す
。
伊
万
里
湾
か
ら
近
か
っ

た
た
め
か
、
浜
城
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
に
公
園
造
成
工
事

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
城
郭
遺

構
は
完
全
に
失
わ
れ
、
公
園
を

訪
れ
て
も
か
つ
て
の
城
と
し
て

の
名
残
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

文
献
上
に
散
見
さ
れ
る
城
で
あ

り
、
伊
万
里
地
区
の
中
で
も
重
要

な
城
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
明
確
に
『
伊
万
里
城
』
の

名
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、

１
４
９
０
年
（
延
徳
２
年
）
に

少
弐
政
資
が
実
相
院
に
宛
て
た

書
状
（
河
上
都
文
書
写
）
に
お
い

て
で
す
。
そ
の
後
は
、
１
５
７
６

年
（
天
正
４
年
）
か
ら
翌
年
に

か
け
て
、
龍
造
寺
隆
信
の
配
下

で
あ
る
鍋
島
信
房
が
伊
万
里
城

を
攻
略
し
た
あ
と
、
城
を
修
築

し
、
龍
造
寺
長
信
が
城
番
を
務

↑伊万里城跡から伊万里湾を望める場所

　
伊
万
里
の
城
館
跡
シ
リ
ー
ズ
⑭
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教 育 と 文 化

● 問合先　学校教育課学校教育係 (　 ☎㉓３１８５)

【下表：市の記号説明】
 ▷全国平均との比較（左側：黄色 　　）　○：上回っている 　ー：同程度 　△：下回っている
 ▷県平均との比較　（右側：青色　　 ）　○：上回っている 　ー：同程度 　△：下回っている　※同程度とは 0.4% 以内の開き

令和元年度４月実施 全国学力・学習状況調査結果

１ 学力調査（正答率）　　

※本調査は、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面を示すものです。

  小学校（第６学年）

国　語 算　数

市
全国 県 全国 県

○ ○ △ ー

  中学校（第３学年）

　市は、すべての教科区分で、全国・県平均を下回りま
した。国語は『話すこと聞くこと』『書くこと』『読むこと』

『伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項』に、数学
は『数と式』『図形』『関数』『図形』『資料の活用』に課
題が見られました。英語では『読むこと』『書くこと』に
課題が見られました。

　市は、国語については全国・県平均を超え、算数につ
いては全国を若干下回りました。国語は『話すこと聞く
こと』『書くこと』『読むこと』『伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項』の領域で、算数は『図形』の領域
で全国・県平均を上回りました。他の領域では、全国・
県とほぼ同等の結果が出ています。

２ 質問紙（生活・意識）調査　　

■全国・県との比較で良好だった項目
▷人の役に立つ人間になりたいと思っている
▷学校のきまりを守っている
▷就寝、起床時間が決まっており、毎日朝食をとっている
■全国・県との比較で課題があった項目
▷自分にはよいところがあると思っていない
▷積極的に地域や社会のために何をすべきか考えていない
▷自分で計画を立てて学習できていない
▷家庭学習時間（塾を含む）が少ない

【生徒の家庭（塾を含む）での勉強時間別割合】

■全国・県との比較で良好だった項目
▷人の役に立つ人間になりたいと思っている
▷学校のきまりを守っている
▷就寝、起床時間が決まっており、毎日朝食をとっている
■全国・県との比較で課題があった項目
▷将来の夢や目標を持つことができていない
▷積極的に地域や社会のために何をすべきか考えていない
▷積極的な読書の時間が少ない
▷家庭学習時間（塾を含む）が少ない

【児童の家庭（塾を含む）での勉強時間別割合】

■わかる授業の展開（学校）
　学習内容を分かりやすくするための方法を探り、基礎・

基本の徹底とそれらを活用できる力を高める授業を実
践する。

■家庭学習の習慣化（家庭・学校）
　家庭と学校が共通理解を図り、授業と結びつけた効果

的な家庭学習を推進する。

  小学校（第６学年）   中学校（第３学年）

　市の調査結果の概要を紹介します。なお、調査結果については、市内の各小・中学校で分析し、課題を明
らかにして具体的な対応を考え、授業改善や家庭学習をはじめとする基本的な生活習慣の定着につなげます。

■学年・教科など
▷小学校（第６学年）：国語、算数、質問紙（生活・意識）
▷中学校（第３学年）：国語、数学、英語、質問紙（生活・意識）
■設問内容（今年度から A と B を併せた問題に変更）
▷Ａ（知識）：身に付けておかなければ、あとの学年で影響を及ぼす内容、 実生活において不可欠である知識・技能など
▷Ｂ（活用）：知識・技能などを実生活で活用する力、 課題解決のための構想を立てて実践し、評価・改善する力など

調査内容

調査結果

３ 今後、市として力を入れていくこと　　

平　日
２時間以上 １〜２時間 １時間未満

全　国 29.3％ 36.7％ 34.0％
県 23.9％ 40.4％ 35.7％
市 20.5％ 40.4％ 39.1％

■自己有用感を高める取り組みの推進（家庭・学校・地域）
　自己有用感を高めるために、家庭や地域との連携を図

り、さまざまな体験活動への参加を促す。

平　日
２時間以上 １〜２時間 １時間未満

全　国 35.7％ 34.3％ 30.0％
県 26.5％ 36.4％ 37.0％
市 17.3％ 31.6％ 51.1％

国　語 数　学 英　語

市
全国 県 全国 県 全国 県

△ △ △ △ △ △
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イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

i n f o r m a t i o n

《協力医療機関》
所在地区名 医療機関名 電話番号

伊万里

③ 岡村医院 ㉒ 2304

☆ 木本耳鼻咽喉科医院
（生後６か月以上）

㉒ 3410

③ 夏秋医院 ㉓ 2032

③ 浜田産婦人科クリニック ㉓ 8855

③ 日高医院 ㉓ 5263

① 古川内科クリニック ㉑ 0730

大　坪 ③ 隅田病院 ㉓ 3167

立　花

☆ 産婦人科南ヶ丘クリニック ㉒ 1135

☆ 鈴山内科小児科医院 ㉒ 7366

☆ 山本こどもクリニック ⑳ 1525

波多津 ☆ 小島医院 ㉕ 0038

南波多 ☆ 伸びる・こじまクリニック ㉔ 3131

大　川 ☆ 大川野クリニック ⑳ 8060

二　里
☆ 井手小児科医院 ㉓ 8157

☆ いとう小児科 ⑳ 1611

東山代 ☆ 内山産婦人科医院 ㉓ 3241

山　代
③ 西田病院 ㉘ 1111

④ 水上医院 ㉘ 3714

有田町
☆ 伊万里有田共立病院

（生後６か月以上）
㊻ 2121

① 岸クリニック ㊷ 2833

山内町 ☆ 毛利医院（生後６か月以上）0954 ㊺ 3545

唐津市 ☆ 唐津市民病院きたはた
（生後６か月以上） 　2611

※記号は受付可能年齢
　（①：1 歳以上、③：3 歳以上、④：４歳以上、☆：全年齢）

※できるだけ、かかりつけの医療機関を利用しましょう。

● 助成対象者
　市内に住所がある、または市内の児童福祉施設に居住す

る小学校就学前の幼児（※）の保護者

（※）小学校就学前の幼児とは、平成 25 年４月２日以降に

生まれた幼児のことです。

● 接種期間

　10 月中旬〜 12 月 31 日（火）

● 助成金額

　対象期間内に２回目の接種を受けた場合に、幼児１人当

たりの接種費用のうち 2,000 円（2,000 円未満のとき

は接種費用の額）を助成します。

● 申請方法
▷現物支給〔協力医療機関（右表）で接種する場合〕
　接種時に、医療機関窓口で助成申請・同意書に記入・提出し、

接種費用から 2,000 円を差し引いた金額を支払ってくだ

さい（助成金は、医療機関が代理申請・受領します）。

　【窓口での申請時に必要なもの】
　母子手帳または１回目の接種済証明書、幼児の保険証

▷償還払い（口座振込）〔協力医療機関以外で接種する場合〕
　接種時は、いったん接種費用の全額を支払い、その際に

助成申請書に医療機関の証明を受けて、子育て支援課に

申請してください（助成金は、保護者の預金口座に振り

込みます）。

※助成申請書は、子育て支援課または各町（地区）公民館に

ありますので、事前に取り寄せてください。

※償還払いの申請期限は、接種した月の翌々月までです。

※協力医療機関以外で初めて接種する、または償還払いに

関して不明な点がある場合は、子育て支援課に問い合わ

せてください。

　【子育て支援課への申請時に必要なもの】
　証明済の助成申請書、幼児の保険証、印鑑（朱肉使用の

もの）、保護者名義の預金通帳

◆ 注意事項 ◆
▷予防接種を受けるために予約が必要な場合がありますの

で、医療機関に直接問い合わせてください。

▷医療機関の受付可能年齢は、右表で確認してください。

● 問合先　子育て支援課子育て支援係（　 ☎㉓２３１０）

64

幼児インフルエンザ予防接種の２回目に 2,000 円を助成します
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インフォメーションインフォメーション

いまり秋祭り 2019

● 問合先　観光戦略課（　  ☎⑳９０３１）

10月26日（土）・27日（日）
市街地特設ステージほか

◆ イベント期間中は、ドローンの使用を禁止します ◆

主な通行規制情報

【その他の催し】

▷伊万里牛喰道楽　
　〜あなたの『旨い』が聞きたくて〜
　10 月 26 日（土）・27 日（日）
　午前 11 時〜午後７時〔中央駐車場〕

▷縁起橋巡り ガラポン抽選会
　10 月 27 日（日）
　午後０時 30 分〜４時〔中心市街地〕

■１日目：10 月 26 日（土）
時　間 内　　容

午前10時30分 オープニングセレモニー

午前10時45分 開会宣言

午前10時50分 わっしょいパレード

午後３時 30 分 観光大使オンステージ

午後４時 15 分 令和元年記念 舞台パフォーマンス

■２日目：10 月 27 日（日）
時　間 内　　容

午前10時30分 モーモちゃん体操

午前10時40分 ブラスバンドフェスティバル

午前11時40分 カラオケ★トンテントン

午後１時 30 分 市長あいさつ

午後１時 35 分 市民総踊り

午後２時 30 分 市民賞受賞記念 プレミアムステージ

午後５時 40 分 至誠龍神太鼓

午後６時 10 分 伊万里太鼓

午後７時 30 分 打ち上げ花火

● 本町バイパス（市道八谷搦・上伊万里線）
▷本岡金物店前〜浜町交差点
　26 日（土）午前７時〜 27 日（日）午後９時
▷浜町交差点〜伊万里信用金庫本店東側
　26 日（土）午前７時〜午後 11 時
　27 日（日）午前８時〜午後 11 時
● 駅通り
▷カワラ文具前〜浜町交差点
　26 日（土）午前 11 時〜午後９時
　27 日（日）午前８時〜午後９時
▷浜町交差点〜松島東交差点
　26 日（土）午前７時〜午後 11 時
　27 日（日）午前８時〜午後 11 時
● 市道六仙寺・搦線
▷佐賀銀行伊万里支店前〜川落とし合戦会場
　27 日（日）午後４時〜９時
● 市道上伊万里・松島線
▷きくなみ前〜山平前
　27 日（日）午後４時〜９時
● 松島橋
　27 日（日）午後５時〜９時
※午後６時 20 分〜７時 40 分は歩行者も通行禁止
● 船屋橋〔観覧許可証の保持者以外は立入禁止〕
　27 日（日）午後５時〜９時
※観覧許可証は、27 日に船屋橋の受付にて午後５

時から先着 120 人に発行します。

伊万里神社御神幸祭

『伊万里トンテントン』
▷10月 27日（日）
　 午後３時 30 分　神事、模擬合戦

〔市街地特設ステージ前〕
　午後６時 30分　禊

みそぎ

神事、川落とし合戦
〔川落とし合戦会場〕
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令
和
３
年
度
か
ら
３
か
年
の
第

８
期
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
の
課
題
な
ど
を
的
確

に
把
握
す
る
た
め
、
介
護
保
険
法

に
基
づ
き
、
10
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
高
齢
者
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

●

調
査
対
象
　
無
作
為
に
抽
出
し

た
65
歳
以
上
の
人

●

調
査
方
法

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
人
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
調

査
票
を
持
っ
て
訪
問
し
ま
す
。

②
そ
の
他
の
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
記
入
の
う
え
返
信
用
封
筒

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
長
寿
社
会
課
介
護
給

付
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
５
４
）

インフォメーションインフォメーション

【これから住宅に浄化槽を設置する皆さんへ】
　市は、公共下水道および農業集落排水の処理区域外に
浄化槽を設置しようとする人に補助を行っています。補
助金申請は先着順です。なお、予算には限りがあります
ので、事前に受け付け状況などを上下水道部管理課に確
認してください。

◇浄化槽は定期的な維持管理をしてください
①保守点検
　浄化槽の点検や調整などを行います。専門知識が必要で

すので、県の登録業者に委託してください。

②清　掃（年１回以上）
　清掃とは、浄化槽の槽内にたまった汚泥を抜き取ること

です。市の許可業者に委託してください。

▷保守点検（県登録業者）と清掃（市許可業者）を行う事
業所

　株式会社あくあぐりーん（☎㉒４７３８）

　株式会社カンセイ（☎㉒６１３８）

▷保守点検のみを行う事業所
　エコ・サイエンス株式会社（☎⑳２６７７）

　株式会社翼コンサルタント（☎㉔３０３８）

　岩尾磁器工業株式会社（☎　２１１１）43

　浄化槽は、下水道と同じように生活排水をきれいな水にしてくれます。しかし、使い方を誤ると水質の汚濁
など、生活環境を悪化させる原因にもなります。正しい使用方法を心がけ、適正な維持管理を行いましょう。

③法定検査（年１回）
　保守点検や清掃がきちんと行われ、浄化槽が正しく機能

しているか、一般財団法人佐賀県環境科学検査協会（指
定検査機関）の検査を受けてください。

※浄化槽を廃止するときは、届け出が必要です。

　伊万里保健福祉事務所環境保全課（☎㉓２１０３）に確

認してください。

◆日常の使用では次のことを注意してください
▷便器の清掃時は、微生物に影響を与える薬剤を使わない。

▷トイレにトイレットペーパー以外の物を流さない。

▷台所から野菜くずや油を流さない。

▷浄化槽に設置するブロワーの電源は切らない。

▷マンホールの上に物を置かず、ふたはきちんと閉じて

おく。

10 月１日は『浄化槽の日』

浄化槽を使用中の皆さんへ

● 対象となる面積
▷市街化区域　2,000 平方メートル以上
▷市街化区域以外の都市計画区域　5,000 平方メートル以上
▷都市計画区域以外の区域　10,000 平方メートル以上

10 月 は 土 地 月 間 で す

● 届出・問合先
《市》 企画政策課企画１係（☎㉓２１２４）
《県》 土地対策課（☎０９５２㉕７０３４）

　一定規模以上の土地の売買などを行った場合、契約日を含めて２週間以内に土地の所在する市町を経由して、
県知事へ届け出なければなりません。手続きの方法などの詳細は問い合わせてください。

高
齢
者
に
関
す
る
調
査

ー 大 規 模 土 地 取 引 は 届 け 出 を ー

● 申込・問合先　上下水道部管理課（　 ☎㉓２３９５）
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市ビジネス支援オフィス『バンリビル』
見学会開催

市ビジネス支援オフィス バンリビル
伊万里市立花町 3448 番地 8

● 内　容
①施設見学会
②進出企業ＰＲブース
　エンザントレイズ株式会社
　株式会社ＩＡＣソリューションズ
　名村情報システム株式会社
　タイムカプセル株式会社
③青年会議所主催の中学・高校生向けプログラミング

教室（午前 10 時〜午後４時）
● 問合先　企業誘致・商工振興課（　 ☎㉓２１８４）

日　時

場　所

10 月 20 日（日）
午前９時 30 分〜午後４時 30 分

昨年４月にオープンしたバンリビルを一般公開します。
　気軽に参加してください。

　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
は
、
開
館
か

ら
47
年
が
経
過
し
、
大
ホ
ー
ル
の
主

な
設
備
で
あ
る
空
調
、
照
明
、
音
響
、

吊
物
な
ど
は
い
つ
重
度
の
故
障
が
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

　
改
修
工
事
に
は
多
額
の
財
源
が
必

要
な
た
め
、
公
共
施
設
の
再
配
置
を

検
討
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
方
針
か
ら
、今
年
度
末
を
も
っ

て
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
廃
止
し
、

ホ
ー
ル
機
能
を
市
民
セ
ン
タ
ー
文
化

ホ
ー
ル
に
一
元
化
す
る
こ
と
を
市
で

は
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
廃
止
に
よ
る

客
席
数
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
市
民

セ
ン
タ
ー
の
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
に

モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
の
代
替

え
措
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
観

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆意見提出をお願いする資料
⑴伊万里市民センターの設置及び管理に関する

条例改正（案）
⑵伊万里市自然環境等と再生可能エネルギー発

電事業との調和に関する条例（案）
⑶伊万里市コミュニティセンター設置条例（案）

◆意見募集期間
⑴ 10 月１日（火）〜 24 日（木）
⑵ 10 月７日（月）〜 31 日（木）
⑶ 10 月 11 日（金）〜 11 月５日（火）

◆案の公表場所・入手先
①情報広報課市民サービス係、または次の課
　⑴伊万里市民センター
　⑵企画政策課
　⑶まちづくり課
②各町（地区）公民館または市民図書館
③市ホームページ
https://www.city.imari.saga.jp/

◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法により提出してください。
①メール
　⑴ shimin-senta@city.imari.lg.jp
　⑵ kikaku@city.imari.lg.jp
　⑶ machizukuri@city.imari.lg.jp
②郵　便
　⑴〒 848-0045
　　伊万里市松島町391 番地１
　　伊万里市民センター
　⑵〒 848-8501
　　伊万里市立花町1355番地１
　　伊万里市役所　企画政策課
　⑶〒 848-8501
　　伊万里市立花町1355番地１
　　伊万里市役所　まちづくり課
③直接提出
　　案の公表場所・入手先①または ②
④ファックス
　⑴ ㉒４９１１
　⑵ ⑶㉒７２１３
　◆問合先
　⑴伊万里市民センター（　 ☎㉒３９１１）
　⑵企画政策課企画１係（　 ☎㉓２１２４）
　⑶まちづくり課まちづくり推進係
　　　　　　　　　　　 （　 ☎㉓２１１４）

パブリックコメント案内 ⑴ 

伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

⑵ 
伊
万
里
市
自
然
環
境
等

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
事
業
と
の
調
和
に
関
す

る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て

点
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
全

国
的
に
現
状
を
見
る
と
、
発
電
設
備

の
設
置
・
運
用
に
関
す
る
地
域
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
自
然
災
害
に
よ
る

発
電
設
備
の
破
損
、
有
害
物
質
の
流

失
、
寿
命
後
の
大
量
廃
棄
な
ど
、
様
々

な
問
題
が
表
面
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
発
電
設
備
の
設
置
・
運
用

に
関
す
る
一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
、

潤
い
の
あ
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
発

展
と
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
条
例

（
案
）
の
制
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
地
域
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
立
し
た
も

の
に
し
、
地
域
固
有
の
課
題
の
解
決
と

地
域
住
民
に
よ
る
自
由
な
事
業
展
開
を

促
進
で
き
る
よ
う
、
そ
の
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
現
在
の
公
民
館
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
、
こ
れ
ま

で
の
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
に
加
え
て
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
拠
点
と
な
る
受
け
皿
と
し
て
の

体
制
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

⑶
伊
万
里
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
（
案
）

に
つ
い
て
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●

日
　
時

　
令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

　
午
後
２
時 

開
式

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

対
　
象
　
平
成
11
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

※
成
人
式
に
は
、
市
外
在
住
の
人

も
参
加
で
き
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

●

連
絡
・
問
合
先

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

インフォメーションインフォメーション

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
８
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
福
祉
基
金
》

▼
二
十
万
円

　
豊
凜
化
粧
品
株
式
会
社

令
和
２
年
成
人
式

秋
の
市
民
大
清
掃
を
行
い
ま
す

　
市
は
、
11
月
３
日
（
日
）
か
ら
12

日
（
火
）
ま
で
を
、
伊
万
里
を
美
し

く
す
る
市
民
運
動
『
市
民
大
清
掃
の

期
間
』
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
期

間
に
、
ふ
だ
ん
手
が
行
き
届
か
な
い

場
所
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

段
ボ
ー
ル
や
雑
誌
、
缶
、
ビ
ン
な
ど

は
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
、
ご
み
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
松
浦
町
）
に
搬
入
す
る
ご
み
は
有

料
で
す
。
ま
た
、汚
泥
や
建
築
廃
材
、

農
機
具
、
産
業
廃
棄
物
な
ど
受
け
入

れ
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

◆
公
共
施
設
の
清
掃
日
　

　
11
月
10
日
（
日
）

●

さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
の
開
庁
日
時

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
月
曜
日
〜
土
曜
日
、第
２
日
曜
日

※
11
月
の
日
曜
日
の
開
所
日
は
、

10
日
の
み
で
す
。

●

料
　
金
　
10
㌔
ま
で
80
円
、
以

後
10
㌔
ご
と
に
80
円
加
算

●

問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

　
９
月
13
日
、
伊
万
里
・
有
田
消

防
本
部
は
、
伊
万
里
・
有
田
地
区
の

２
事
業
所
を
新
た
に
救
急
優
良
事

業
所
に
認
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

救
命
講
習
の
受
講
な
ど
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
事
業
所
を
消
防
長

が
認
定
す
る
制
度
で
、
今
回
で
32
事

業
所
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆
今
回
認
定
さ
れ
た
事
業
所

▽
株
式
会
社
に
こ
に
こ
保
育
所

（
立
花
町
）

▽
社
会
福
祉
法
人
浄
元
福
祉
会

　
平
安
こ
ど
も
園
（
有
田
町
）

↑新たに認定証の交付を受けた救急優良事業
所の皆さん

救
急
優
良
事
業
所
認
定
証
交
付
式

安
全
・
安
心
の
一
翼
を
担
う
事
業
所
と
し
て
認
定

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

陳チ
ン 

瑩エ
イ

さ
ん 

リ
ポ
ー
ト
⑤ 

大
連
で
伊
万
里
を
Ｐ
Ｒ

し
て
き
ま
し
た

　
皆
さ
ん
、『
中
国
国
際
貿
易
促

進
委
員
会
大
連
市
分
会
』
を
ご

存
じ
で
す
か
。
大
連
市
民
政
府

の
機
関
で
私
が
所
属
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
日
本
の
貿
易
振

興
機
関
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
と
役

割
が
似
て
い
ま
す
が
、
大
連
市

政
府
経
済
貿
易
界
や
企
業
、
団

体
と
の
架
け
橋
と
し
て
、
ま
た
、

開
放
型
経
済
の
発
展
を
促
進

し
、
対
外
的
な
仕
事
全
般
に
対

応
す
る
た
め
の
重
要
な
力
と
し

て
、
対
外
開
放
水
準
の
深
化
と

高
度
化
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
私
が
大
連
に
い
た
と
き
の
仕

事
は
主
に
通
訳
で
す
が
、
ほ
か

に
、
国
際
連
絡
部
の
業
務
も
担

当
し
、
日
本
商
品
に
特
化
し
た

商
品
展
覧
会
の
開
催
や
多
数
の

訪
中
団
の
ア
テ
ン
ド
な
ど
も
し

て
い
ま
し
た
。
９
月
に
開
催
さ

れ
た
『
第
11
回
大
連
日
本
商
品

展
覧
会
』
は
大
連
市
人
民
政
府
、

遼
寧
省
商
務
庁
な
ど
が
主
催
す

る
展
示
販
売
や
商
談
、
消
費
者

体
験
、
最
新
の
報
告
を
一
体
化

さ
せ
た
、
注
目
を
集
め
る
展
覧

会
で
、
私
も
伊
万
里
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
参
加
し
ま
し
た
。
展
示

面
積
が
1.5
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
、
日
本
の
29
都
道
府
県
か

ら
、
商
工
団
体
、
中
国
国
内
の

代
理
商
な
ど
３
５
０
社
余
り
が

出
展
し
ま
し
た
。
伊
万
里
も
今

年
出
展
す
る
よ
う
に
な
り
、
大

連
の
姉
妹
都
市
の
舞
鶴
市
と
北

九
州
市
、
佐
賀
県
か
ら
は
香
蘭

社
も
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

伊
万
里
か
ら
持
参
し
た
国
際
交

流
ポ
ス
タ
ー
や
観
光
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
ブ
ー
ス

に
設
置
し
ま
し
た
。「
魅
力
が

盛
り
だ
く
さ
ん
『
焼
物
と
フ

ル
ー
ツ
の
里
・
伊
万
里
』」
の

看
板
で
人
気
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
伊
万
里
の
知
名
度
が
上
が

り
、
多
く
の
人
が
伊
万
里
を
観

光
し
た
り
、
伊
万
里
の
特
産
品

を
輸
入
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ

な
が
れ
ば
と
思
い
、
頑
張
っ
て

Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
展
覧
会
期
間
中
に

は
、『
中
日
貿
易
投
資
協
力
報

告
２
０
１
９
』
も
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
伊
万
里
に
持
ち
帰
り
、

市
役
所
や
市
民
図
書
館
に
置
く

予
定
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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の
時
間
額
７
６
３
円
）
に
つ
い
て

は
、
10
月
４
日
以
降
は
新
た
な
最

低
賃
金
が
発
効
す
る
ま
で
の
間
、

佐
賀
県
（
地
域
別
）
最
低
賃
金
の

７
９
０
円
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●

問
合
先
　
佐
賀
労
働
局

（
　
☎
０
９
５
２
㉜
７
１
７
９
）

　
佐
賀
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解

雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
、
労
使
間

の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
相
談
を

無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
、
電
話
や
来
所
で
の
相
談
が
で

き
ま
す
。

◆
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
重
点

受
付
週
間

　
次
の
期
間
は
時
間
を
延
長
し
、

土
・
日
曜
日
も
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

●

期
　
間

　
10
月
５
日
（
土
）
〜
11
日
（
金
）

▽
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
来
所
の
受
付
は
午
後
７
時
ま
で

▽
土
・
日
曜
日午前

９
時
〜
午
後
５
時

※
来
所
の
受
付
は
午
後
４
時
ま
で

●

問
合
先

　
佐
賀
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
　
☎
０
９
５
２
㉕
７
２
４
２
）

　
児
童
生
徒
の
『
見
え
な
い
・
見

え
に
く
い
』
に
応
じ
た
授
業
の
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

　
10
月
27
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
40
分

●

場
　
所

　
佐
賀
県
立
盲
学
校
（
佐
賀
市
）

●

内
　
容

　
幼
小
学
部
か
ら
高
等
部
ま
で
の

授
業
公
開
、『
目
の
支
援
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
あ
い
』
に
よ
る
個
別

相
談
会
、
保
護
者
会
主
催
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
映
画
上
映
会
（
午

後
）

●

問
合
先
　
佐
賀
県
立
盲
学
校

（
　
☎
０
９
５
２
㉓
４
６
７
２
）

●

日
　
時

　
11
月
17
日(

日)

　
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

　
午
後
３
時
45
分
解
散
予
定

●

集
合
場
所
　
嬉
野
市
中
央
体
育

館
（
嬉
野
市
嬉
野
町
下
宿
乙

１
１
４
１-

１
）

●

対
象
者
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関

心
が
あ
る
人

●

参
加
料
　
無
　
料

※
弁
当
と
タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

●

申
込
期
限
　
11
月
５
日
（
火
）

●

問
合
・
申
込
先

　
佐
賀
大
学
医
学
部
看
護
学
科
棟 

糖
尿
病
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
事
務

局
（
☎
０
９
５
２
㉞
２
５
４
６
）

　
10
月
４
日
か
ら
佐
賀
県（
地
域
別
）

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
、
時
間
額

７
９
０
円
（
28
円
ア
ッ
プ
）
と
な

り
ま
す
。
佐
賀
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
一
般
機
械
器
具
製
造

業
関
係
、
電
気
機
械
器
具
製
造
業

関
係
、
陶
磁
器
・
同
関
連
製
品
製

造
業
に
つ
い
て
は
別
途
改
定
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
陶
磁
器
・
同
関
連
製
品

製
造
業
の
特
定
最
低
賃
金
（
現
行

暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

歩
い
て
学
ぶ
糖
尿
病

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
in
嬉
野

　
市
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
き
、

４
月
改
選
後
の
市
議
会
議
員
の
資

産
等
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

の
で
公
開
し
ま
す
。

●

閲
覧
開
始
　
10
月
７
日
（
月
）

●

閲
覧
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜午

後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
の
閉
庁
日
を
除
き
ま
す
。

●

閲
覧
場
所
　
議
会
事
務
局

●

問
合
先

　
議
会
事
務
局
庶
務
係

（
　
☎
㉓
２
５
９
４
）

お
知
ら
せ

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
☆お誕生会（要申込）10 月生まれの
乳幼児とその保護者
▷日　時　10 月 23 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜正午
▷場　所　子育て支援センターぽっぽ
☆依頼会員を募集（ファミリーサポート）
　子どもをみてくれる人がいなくて困って
いませんか。市子育てファミリーサポート
センターでは、保育園や留守家庭児童クラ
ブなどへの子どものお迎えや、その後の預
かりを依頼したい人を募集しています。気
軽に相談してください。
◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　  ☎㉓５１９７）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

市

議

会

議

員

の

資

産

公

開

佐
賀
県
立
盲
学
校

学

校

公

開

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

佐
賀
県
（
地
域
別
）

最
低
賃
金
が
改
定

ご

存

じ

で

す

か

労

働

委

員

会
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●

日
　
時

　
10
月
13
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
２
時
10
分

●

場
　
所

　
伊
万
里
特
別
支
援
学
校

●

内
　
容

　
児
童
・
生
徒
に
よ
る
学
習
発
表

や
作
品
の
展
示
・
販
売
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
に
よ
る
バ
ザ
ー

●

問
合
先
　
伊
万
里
特
別
支
援
学

校
（
☎
㉓
８
５
５
４
）

●

日
　
程
　
11
月
８
日
（
金
）、
23

日
（
土
・
祝
）、
28
日
（
木
）、

12
月
２
日
（
月
）、
14
日
（
土
）

●

場
　
所
　
武
雄
市
文
化
会
館

●

内
　
容

　
介
護
の
基
礎
か
ら
就
労
マ
ッ
チ

ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト

●

対
　
象

　
介
護
職
未
経
験
の
人
、
介
護
に

興
味
が
あ
る
人
な
ど

●

受
講
料
　
無
　
料

●

申
込
期
限
　
10
月
31
日
（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●

申
込
・
問
合
先
　
公
益
社
団
法

人
佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会

（
☎
０
９
５
２
㊱
５
８
３
３
）

▽
華
道
展
・
盆
栽
展

　
11
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
・
祝
）

▽
茶
　
会
　
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

◆
そ
の
ほ
か
の
展
示
・
発
表

《
市
民
セ
ン
タ
ー
》

▽
日
本
舞
踊
公
演

　
10
月
６
日
（
日
）午

後
０
時
30
分

▽
美
協
展

　
11
月
８
日
（
金
）
〜
10
日
（
日
）

▽
寒
蘭
展

　
11
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

《
国
見
台
体
育
館
》

▽
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　
10
月
27
日
（
日
）　
午
後
１
時

《
有
田
体
育
セ
ン
タ
ー
》

▽
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　
11
月
10
日
（
日
）　

午
後
１
時
30
分

《
ひ
さ
ご
能
舞
台
》

▽
謡
曲
大
会

　
11
月
24
日
（
日
）　
午
前
10
時

●

問
合
先

　
市
文
化
連
盟
・
橋
口

（
☎
㉓
０
９
３
３
）

●

日
　
時
　
10
月
７
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
武
雄
市
文
化
会
館

●

対
象
者

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
求
職
者

●

参
加
料
　
無
　
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。

●

出
展
企
業
　
20
社
（
予
定
）

●

問
合
先
　
株
式
会
社
佐
賀
電
算

セ
ン
タ
ー

　（
　
☎
０
９
５
２
㉞
１
５
３
５
）

　
国
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
中
小

企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）
の

退
職
金
制
度
は
、
国
の
制
度
で
す

の
で
安
心
・
確
実
で
す
。
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
新
規
加
入
や
掛
金
月
額
を
増
額

す
る
場
合
、
掛
金
の
一
部
を
国

が
助
成

▽
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料

も
不
要

▽
社
外
積
み
立
て
で
管
理
も
簡
単

※
パ
ー
ト
や
家
族
従
業
員
も
加
入

で
き
ま
す
。

●

問
合
先
　
独
立
行
政
法
人
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構

　（
　
☎
０
３
‐

６
９
０
７
‐

１
２
３
４
）

　
相
続
、
労
働
、
借
金
な
ど
法
律

問
題
で
困
っ
て
い
る
人
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時
　
10
月
20
日
（
日
）、
11

月
17
日
（
日
）、12
月
15
日
（
日
）、

令
和
２
年
１
月
19
日
（
日
）、
２

月
16
日
（
日
）、３
月
15
日
（
日
）

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

４
時

※
令
和
２
年
４
月
以
降
も
開
催
予

定
で
す
。

●

場
　
所
　
佐
賀
県
労
働
会
館（
佐

賀
市
神
野
東
４
丁
目
７
‐
３
）

●

弁
護
士
　
わ
か
く
す
法
律
事
務

所
　
辻 

泰
弘
弁
護
士

※
会
場
で
弁
護
士
が
面
談
に
よ
る

相
談
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
資

料
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
相

談
者
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
予
約
が
必
要
で
す
の
で
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
体
の
不
自
由
な
人

は
予
約
の
際
に
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。

●

申
込
・
問
合
先
　
一
般
社
団
法

人
佐
賀
県
労
働
者
福
祉
協
議
会 

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
さ

が
（
　
☎
０
１
２
０
‐

９
３
１
‐

５
３
６
）

暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

無
料
法
律
相
談
会

働
き
た
い
シ
ニ
ア
の
た
め
の

合
同
企
業
説
明
会

　『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
』
と
『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
』
が
全
国
で
同
時
に
発
売
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

●

発
売
期
間

　
９
月
24
日
（
火
）
〜

10
月
18
日
（
金
）

●

抽
せ
ん
日

　
10
月
30
日
（
水
）

●

問
合
先

　
公
益
財
団
法
人
佐
賀
県
市
町
村

振
興
協
会

（
　
☎
０
９
５
２
㉕
１
９
１
３
）

◆
合
同
芸
能
発
表
会

●

日
　
時

　
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
長
唄
、
箏そ

う

曲
、
民
謡
、

大
正
琴
、
吟
詠
、
舞
踊
、
バ
レ
エ
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
、
ダ
ン
ス

●

入
場
料
　
３
０
０
円

◆
同
時
開
催
の
展
示
な
ど

▽
書
藝
展
・
色
紙
短
冊
展
（
俳
句
）

　
11
月
１
日（
金
）〜
３
日（
日
・
祝
）

『
中
退
共
』
の
退
職
金
制
度

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
な
ど
の
発
売

伊
万
里
特
別
支
援
学
校

は

っ

て

ん

祭

介

護

に

関

す

る

入

門

的

研

修

市

文

化

祭
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広告

暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ

●

日
　
時

　
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所

　
電
源
開
発
株
式
会
社 

松
浦
火
力

発
電
所
（
長
崎
県
松
浦
市
志
佐
町

白
浜
免
字
瀬
崎
４
５
８
番
地
１
）

●

内
　
容

▽
発
電
所
見
学
コ
ー
ナ
ー

▽
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー

▽
発
電
工
作
教
室
・
バ
ル
ー
ン
教
室

▽
金
魚
す
く
い

▽
パ
ト
カ
ー
・
ミ
ニ
白
バ
イ
・
レ

ス
キ
ュ
ー
車
両
な
ど
の
展
示

▽
フ
ワ
フ
ワ
遊
具
・
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
　
な
ど

●

参
加
料
　
無
　
料
（
飲
食
な
ど

一
部
有
料
）

●

問
合
先

　
電
源
開
発
株
式
会
社 

松
浦
火
力

発
電
所 

企
画
管
理
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
９
５
６
　
１
２
０
１
）

●

日
　
時
　
10
月
５
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分

●

場
　
所
　
伊
万
里
公
民
館

●

募
集
期
間

　
10
月
10
日
（
木
）
〜

11
月
20
日
（
水
）

●

応
募
・
問
合
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
佐

賀 

事
務
局
・
香
月

　（
　
☎
０
９
０
‐

４
３
５
７
‐

０
９
１
３
）

●

期
日
・
内
容
（
全
３
回
開
催
）

▽
第
１
回
　
10
月
５
日
（
土
）

　
異
な
る
視
点
か
ら
見
る
香
港
デ
モ

▽
第
２
回
　
10
月
12
日
（
土
）

　
米
中
貿
易
摩
擦
の
『
原
理
』

▽
第
３
回
　
10
月
19
日
（
土
）

　
日
韓
問
題
に
つ
い
て

●

時
　
間

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●

場
　
所

　
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館

●

講
　
師

　
章
　
潔
（
市
国
際
交
流
専
門
員
）

●

参
加
料
　
無
　
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●

応
募
・
問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
国
際
交
流
係

（
　
☎
㉒
７
０
４
６
）

●

日
　
程
（
全
３
回
）

　
11
月
７
日
（
木
）・
14
日
（
木
）・

21
日
（
木
）

●

時
　
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●

受
講
料

　
３
０
０
０
円
（
３
回
分
）

●

募
集
人
数
　
30
人

《
共
通
事
項
》

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

募
集
期
限

　
10
月
23
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉒
３
９
１
１
）

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
な
ど
に
つ
い
て
の
初
心
者
向

け
の
講
座
で
す
。

●

日
　
時

　
11
月
25
日
（
月
）
〜
27
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●

場
　
所

　
伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
株
式
会
社
（
立
花
町
）

●

対
象
者

　
市
内
在
住
者

●

受
講
料

　
無
料
（
ス
マ
ホ
は
あ
り
ま
す
）

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
０
０
０
円

が
必
要
で
す
。

●

入
場
料
　
無
　
料

●

問
合
先
　
コ
ー
ル
い
ま
り
・
地
原

（
☎
㉓
７
５
１
０
）

《
初
心
者
で
も
で
き
る
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
教
室
》

●

対
象
者
　
市
内
ま
た
は
近
郊
に

在
住
の
人

●

日
　
程
（
全
４
回
）

　
11
月
５
日
（
火
）・
13
日
（
水
）・

19
日
（
火
）・
26
日
（
火
）

●

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

●

受
講
料
　
８
０
０
０
円
（
４
回

分
、
材
料
費
含
む
）

●

募
集
人
数
　
10
人

《
三
味
線
を
弾
こ
う
》

●

対
象
者
　
市
内
ま
た
は
近
郊
に

在
住
の
、
小
学
生
以
上
の
人

●

日
　
程
（
全
４
回
）

　
11
月
８
日
（
金
）・
15
日
（
金
）・

22
日
（
金
）・
29
日
（
金
）

●

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

●

受
講
料

　
２
０
０
０
円
（
４
回
分
）

●

募
集
人
数
　
10
人

《
知
っ
て
得
す
る
　
肩
こ
り 

腰
痛

解
消
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
》

●

対
象
者
　
市
内
ま
た
は
近
郊
に

在
住
の
人 募

　
　
集

カ
ル
チ
ャ
ー
体
験
講
座

受

講

者

は
じ
め
て
の
ス
マ
ホ

体

験

講

座

第
２
回
『
中
国
を
知
る
』

市
民
公
開
講
座
受
講
者

お
知
ら
せ

松
浦
火
力
発
電
所 

開

放

イ

ベ

ン

ト

童

謡
・

唱

歌

を

楽

し

く

歌

う

会

72
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●

場
　
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
世
保

●

訓
練
期
間
　
12
月
３
日
（
火
）
〜

令
和
２
年
６
月
29
日
（
月
）

●

募
集
期
限
　
11
月
１
日
（
金
）

●

施
設
見
学
会
・
訓
練
体
験

▽
施
設
見
学
会
　
10
月
16
日

（
水
）・
30
日
（
水
）　
午
後
１
時

▽
訓
練
体
験
　
10
月
23
日
（
水
）

午
後
２
時

●

応
募
先
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※
施
設
見
学
会
、
訓
練
体
験
の
申
し

込
み
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐

世
保
に
お
願
い
し
ま
す
。

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

（
　
☎
０
９
５
６
　
３
１
１
８
）

●

募
集
訓
練
科
・
人
数

▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科
　
15
人

▽
溶
接
技
術
科
　
12
人

▽
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
　
15
人

●

場
　
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
賀

●

訓
練
期
間

　
12
月
３
日
（
火
）
〜

令
和
２
年
５
月
29
日
（
金
）

●

入
所
選
考

　
筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
佐
賀
で
実
施

●

受
講
料
　
無
　
料

※
テ
キ
ス
ト
代
そ
の
他
の
教
材
費

は
自
己
負
担
で
す
。

●

募
集
期
限
　
10
月
30
日
（
水
）

●

応
募
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
応
募
書
類
を
提
出

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
　
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

●

募
集
訓
練
科

▽
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科

（
お
お
む
ね
45
歳
未
満
の
人
）

▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
サ
ポ
ー
ト
科

▽
電
気
設
備
技
術
科

▽
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
科

〒848-0035 伊万里市二里町大里乙1766 番地 4　アップパートナーズ内

成年後見
℡：0955-25-9355 
URL：http://www.hearttrust.co/ 佐賀県司法書士会所属

相　　続 遺　　言

贈　　与 登記全般

家族信託

広告

暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

職
業
訓
練
受
講
生

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

12

月

入

所

生

58

● 日　時　11 月 17 日（日）

　　　　　午前 10 時〜午後３時

※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者

のみに案内します。

● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機

に伊万里市に住む意思がある 20 歳以上

の独身の人

● 参加料　2,500 円（食事代）

● 募集人数　男・女各 12 人

※応募多数の場合は抽選

● 応募方法　メールまたは電話

● 募集期限　11 月７日（木）

● 応募・問合先　伊万里暮らし応援課内

　市婚活応援推進協議会（　 ☎㉓２９５０）

※メールアドレス

　deai@city.imari.saga.jp

♥ ♥婚活イベント

お散歩婚活 

〜伊万里牛弁当とスイーツ〜

●

募
集
訓
練
科

①
Ｉ
Ｔ
初
級
科

②
Ｉ
Ｔ
初
級
〜
中
級
連
続
科

③
会
計
パ
ソ
コ
ン
科

●

場
　
所

①
ヤ
マ
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
唐
津

市
）

②
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
（
佐
賀
市
）

③
株
式
会
社
ジ
ェ
ピ
ッ
ク
（
佐
賀

市
）

●

募
集
人
数
　
各
20
人

●

募
集
期
限
　
11
月
５
日
（
火
）

●

訓
練
期
間

①
12
月
４
日
（
水
）
〜

令
和
２
年
３
月
３
日
（
火
）

②
12
月
３
日
（
火
）
〜

令
和
２
年
３
月
30
日
（
月
）

③
12
月
３
日
（
火
）
〜

令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）

●

受
講
料
　
無
　
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

で
す
。

●

入
所
選
考
　
入
所
選
考
を
佐
賀

県
産
業
技
術
学
院
で
実
施

①
　
11
月
22
日
（
金
）

②
、
③
　
11
月
21
日
（
木
）

●

応
募
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先

　
佐
賀
県
産
業
技
術
学
院
就
職
支

援
課

（
　
☎
０
９
５
２
　
４
３
３
０
）

委

託

訓

練

生

（
12

月

開

始

分

）

74

27 2019.10広報伊万里



広告

暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

募
　
　
集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

#Focus
    On
     Imari

【応募方法】

① 伊万里市公式 Instagram アカウントを
　 フォローしてください。
　 アカウント名『佐賀県伊万里市』
　 ユーザー名『imari_city』
②『#FocusOnImari』のハッシュタグをつけて写真

を投稿してください。
③ 投稿のあった中から数点を選び、不定期に広報伊

万里で紹介します。
※ 作品は伊万里市内で撮影したものに限ります。投

稿写真のキャプションに撮影場所を記載してくだ
さい。

※ 過去に撮影、投稿した写真でも応募可能です。
　『#FocusOnImari』のハッシュタグをつけて再投

稿してください。
※ インスタグラムのアカウントを非公開に設定して

いると応募が無効となります。
※ 投稿写真が選ばれた場合は、情報広報課からイン

スタグラムのメッセージ機能で投稿者へ連絡し、
別途写真データを送付してもらいます。

【注意事項】

① 公に撮影可能な場所（立ち入り禁止区域ではない
場所）で撮影した写真を投稿してください。

② 伊万里市公式Instagramアカウントをフォローし、
　『#FocusOnImari』のハッシュタグをつけて投稿

された写真は、広報伊万里および市のさまざまな
広報媒体で使用してよいものと判断し、投稿者へ
の写真利用許諾申請などは原則行いません。

③ 投稿写真は応募者本人が撮影し、すべての著作権
を有するものに限ります。

④ 明確に人物が写っている写真を投稿する場合は、
事前にその人の了解を得てください。

⑤ 広報伊万里掲載に関する異議などに対しては、回
答いたしません。

⑥ 本投稿の中で、肖像権や著作権などの第三者の権
利侵害があった場合、伊万里市は一切責任を負い
ません。

⑦ Instagram の規約で定められている禁止事項につ
いて確認のうえ投稿してください。

● 問合先　情報広報課広報係（　 ☎㉓４３１３）

イ ン ス タ グ ラ ム

で伊万里の写真を募集

●

日
　
時
　
11
月
27
日
（
水
）

●

場
　
所

　
佐
世
保
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
倶く

楽ら

部ぶ

（
佐
世
保
市
）

●

参
加
資
格
　
市
民
ま
た
は
市
内

事
業
所
勤
務
者

●

参
加
料
　
２
０
０
０
円

※
別
途
プ
レ
ー
代
が
必
要
で
す
。

●

募
集
期
限
　
11
月
16
日
（
土
）

●

応
募
・
問
合
先

　
有
限
会
社
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ

内 

市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

（
☎
㉒
５
１
２
３
）

●

募
集
訓
練
科
・
人
数

①
Ｉ
Ｔ
初
級
科
　
22
人

②
医
療
事
務
・
介
護
事
務
養
成
科

　
20
人

③
介
護
職
員
初
任
者
・
実
務
者
研

修
科
　
25
人

④
会
計
事
務
実
践
科
　
20
人

⑤
Ｉ
Ｔ
初
級
科
〜
中
級
連
続
科

　
22
人

⑥
Ｉ
Ｔ
初
級
科
　
20
人

委

託

訓

練

生

（
１
〜
３
月
開
始
分
）

●

場
　
所

　
①
〜
④
佐
賀
市
、
⑤
武
雄
市
、

　
⑥
伊
万
里
市

●

訓
練
期
間

①
令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
）
〜

３
月
31
日
（
火
）

②
令
和
２
年
２
月
４
日
（
火
）
〜

６
月
３
日
（
水
）

③
令
和
２
年
２
月
４
日
（
火
）
〜

８
月
３
日
（
月
）

④
令
和
２
年
３
月
３
日
（
火
）
〜

７
月
30
日
（
木
）

⑤
令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
）
〜

４
月
30
日
（
木
）

⑥
令
和
２
年
３
月
４
日
（
水
）
〜

６
月
３
日
（
水
）

●

受
講
料
　
無
　
料

※
テ
キ
ス
ト
代
そ
の
他
の
教
材
費

は
自
己
負
担
で
す
。

●

入
所
選
考

　
面
接
を
佐
賀
県
産
業
技
術
学
院

で
実
施

●

応
募
方
法

　
現
住
所
を
所
管
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
応
募
書
類
を
提
出

※
募
集
期
間
は
問
い
合
わ
せ
て
下

さ
い
。

●

問
合
先

　
佐
賀
県
産
業
技
術
学
院
就
職
支

援
課

（
　
☎
０
９
５
２
　
４
３
３
０
）
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市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参

加

者

広報伊万里で紹介します！
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広告

暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

10 月の巡回日
● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

江國 香織／著
小学館

新刊案内

アントニア・バーバー／作
ニコラ・ベイリー／絵

おびかゆうこ／訳
徳間書店

『嵐をしずめた
ネコの歌』

　　１〜 7 日（特別整理休館）
　　14・21・22・28 日

10 月の休館日

日 巡 回 場 所 時　間

１日
・

15 日
・

29 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~
JA 滝野出張所 11:30~
国 見 公 民 館 14:00~
山 口 病 院 14:15~
国見団地集会所 14:40~

２日
・

16 日
・

30 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~
伊万里松浦病院 14:00~
西 田 病 院 14:40~

３日
・

17 日
（木）

西 光 苑 11:00~
ケアハウスいまり 11:30~
市民センター 14:15~

４日
・

18 日
（金）

南波多公民館 11:20~
田 代 公 民 館 11:30~
原屋敷公民館 14:00~
JA 前平出張所 14:00~

18 日 デ イ な が や ま 14:40~

４日 デイあさひ／かりん 15:00~

日 巡 回 場 所 時　間

８日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
楽 寿 園 14:50~
ケアセンターくちいし 15:10~

９日
・

23 日
（水）

大川内町鼓バス停横 11:00~
東 山 代 公 民 館 13:50~
向 陽 園 14:00~
伊万里鍋島焼会館 14:30~

11 日
・

25 日
（金）

波多津公民館 11:30~

JA 大 川 支 所 14:30~

25 日 大 川 公 民 館 14:00~

11 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

10 日
（木）

こ ど も ハ ー ト フ ル
センターひまわり園 14:00~

※このほか保育園や小学校、
会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

活用してください
メールサービス

★ おすすメール
　好きな作家の名前や特定のキーワード
を登録（最大 10 テーマ）しておくと、
市民図書館に新しく入った図書の中から、
おすすめの本をメールでお知らせします。

★ 返却期限通知メール
　借りている資料の返却期限を事前にお
知らせします。配信日（１日前、３日前、
７日前）を設定しておくと、該当する資
料のタイトルをメールで確認できます。

　スマートフォンのサイトでも、通常の
ホームページと同じように資料の検索・
予約、貸し出し期間の延長などができま
す。詳しくは市民図書館のホームページ
で確認するか、問い合わせてください。

『�旅ドロップ』

お

知

ら

せ

募

集

　
昔
、
あ
る
村
で
モ
ー
ザ
ー
と
い
う

ネ
コ
が
、
ト
ム
と
い
う
漁
師
と
毎
日

の
ん
び
り
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
年
、
美
し
い
海
が
黒
ず
み
、

『
嵐
の
大
ネ
コ
』
が
船
に
襲
い
か
か

ろ
う
と
し
ま
す
。
大
ネ
コ
は
暴
れ
続

け
、
漁
師
は
魚
を
捕
れ
ず
、
村
で
は

食
べ
物
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
ト
ム
は
命
が
け
で
魚
を
捕
り
に
行

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
モ
ー
ザ
ー
も

一
緒
に
行
く
こ
と
に
…
。

　
旅
好
き
の
著
者
は
、
同
級
生
の
友

人
と
初
め
て
行
っ
た
パ
リ
旅
行
で
言

葉
も
ま
ま
な
ら
ず
、
カ
フ
ェ
や
ホ
テ

ル
で
は
さ
ん
ざ
ん
な
目
に
あ
い
ま

し
た
。
憧
れ
と
は
程
遠
く
悲
惨
な

旅
だ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　
苦
い
思
い
出
も
あ
れ
ば
、
最
高
の

思
い
出
が
出
来
る
の
も
旅
。
い
ろ
ん

な
味
の
ド
ロ
ッ
プ
を
味
わ
う
よ
う

に
、
著
者
と
一
緒
に
旅
を
楽
し
め
る

エ
ッ
セ
イ
集
で
す
。
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●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
令
和
元
年
７
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
10
月
31
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
象
・
期
日

　
平
成
30
年
３
月
生
ま
れ

10
月
３
日
（
木
）

　
平
成
30
年
４
月
生
ま
れ

11
月
７
日
（
木
）

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
28
年
２
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
10
月
10
日
（
木
）

※
受
付
時
間
は
午
後
１
時
〜
１
時

30
分
、
場
所
は
市
民
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
正
午
か

ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時
　
10
月
19
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
　
所
　
伊
万
里
公
民
館

▼
内
　
容

▽
血
圧
・
血
糖
検
査
な
ど

▽
講
　
演
（
午
後
２
時
〜
）　

　
演
　
題
　『
糖
尿
病
の
予
防
と
最

新
の
治
療
・
合
併
症
に
つ
い
て
』

　
講
　
師
　
伊
万
里
有
田
共
立
病

院
副
院
長
　
松
永 

和
雄 

先
生

▼
問
合
先 

一
般
社
団
法
人
伊
万
里
有

田
地
区
医
師
会（
☎
㉓
３
２
７
０
）

　65 歳以上の予防接種実施医療機関　【要予約】接種５日前までに直接医療機関に申し込んでください。

医療機関名 電話番号 肺炎球菌 インフルエンザ

いちばんがせクリニック ㉕ 9938 ー ○

いび整形外科 ⑳ 1265 ー ○

伊万里有田共立病院 ㊻ 2121 ○ ○

伊万里松浦病院 ㉘ 3100 ○ ○

内山産婦人科医院 ㉓ 3241 ー ○

大川野クリニック ⑳ 8060 ○ ○

岡村医院 ㉒ 2304 ○ ○

おぜきホームクリニック ㉕ 8030 ○ ○

小副川医院 ㉒ 4114 ○ ○

加茂医院 ㉓ 2014 ○ ○

きたじま整形外科 ㉕ 9977 ー ○

木本耳鼻咽喉科医院 ㉒ 3410 ー ○

口石病院 ㉓ 2504 ○ ○

ケンジンＳＰＡクリニック ㉒ 7771 ○ ○

小島医院 ㉕ 0038 ○ ○

小島病院 ㉗ 2121 ○ ○

産婦人科南ヶ丘クリニック ㉒ 1135 ー ○

医療機関名 電話番号 肺炎球菌 インフルエンザ

助廣医院 ㉔ 2023 ○ ○

鈴山内科小児科医院 ㉒ 7366 ○ ○

隅田病院 ㉓ 3167 ○ ○

立石医院 ㉘ 0007 ○ ○

たなか内科クリニック ㉒ 5800 ○ ○

夏秋医院 ㉓ 2032 ○ ○

西田病院 ㉘ 1111 ○ ○

伸びる・こじまクリニック ㉔ 3131 ○ ○

浜田産婦人科クリニック ㉓ 8855 ー ○

日高医院 ㉓ 5263 ○ ○

泌尿器科いまりクリニック ㉒ 9680 ○ ○

古川内科クリニック ㉑ 0730 ○ ○

堀田病院 ㉓ 3224 ○ ○

前田病院 ㉓ 5101 ○ ○

水上医院 ㉘ 3714 ○ ○

山口病院 ㉓ 5255 ○ ○

山元記念病院 ㉓ 2166 ○ ○

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ

◆期　日　10 月 21 日（月）
◆受付時間
　午前９時 30 分〜 11 時
◆内　容　身体計測、離乳食、

おっぱい相談、むし歯予防な
どの育児相談

◆日　時　10 月 18 日（金）
　午後３時〜４時 30 分

◆内　容　予防接種、スキンケ
ア、歯の健康、乳幼児揺さぶ
られ症候群について

※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　10 月８日（火）
　午前９時〜午後３時

◆内　容　管理栄養士、保健師
による個別相談

※予約が必要です。

◆日　時　10 月８日（火）
　午前９時〜午後３時

◆対　象　40 歳未満
◆内　容　臨床心理士による個
　別・訪問相談（１人１時間程度）
※予約が必要です。

※場所は、いずれも市民センター
です。

　 市 民 健 康 相 談　

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談 65
歳
以
上
の
予
防
接
種

◇
肺
炎
球
菌
感
染
症

▼
対
　
象
　
令
和
２
年
３
月
末
現

在
、
65
・
70
・
75
・
80
・
85
・

90
・
95
・
１
０
０
歳
以
上

※
今
年
度
の
み
公
費
助
成
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
す
で
に
23
価

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

▼
料
　
金
　
３
０
０
０
円

▼
期
　
限

　
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

▼
対
　
象
　
接
種
当
日
65
歳
以
上

▼
料
　
金
　
１
４
０
０
円

▼
期
　
限
　
12
月
31
日
（
火
）

◇
肺
炎
球
菌
感
染
症
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
共
通
事
項

▼
対
　
象
　
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
な

ど
の
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
に
相
当
す
る
人

糖
尿
病
市
民
公
開
講
座

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０） 302019.10広報伊万里
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保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

省エネ型機器を取り入れよう
　ずっと前に食べ残した食品が冷蔵庫の奥で眠っていませんか。冷蔵庫
に物を詰め込んだ場合と半分にした場合を比較すると、半分にした場合
の方が年間に電気 43.84kWh の省エネができ、二酸化炭素 22.4kg の
削減、光熱費約 1,180 円の節約になります。とりあえず保存している
食品や常温保存ができる食品を、定期的に整理することで省エネにつな
がります。今すぐ冷蔵庫の中を確認してみましょう。

　困ったら　一人で悩まず　行政相談

10 月７日（月）〜 13 日（日）は行政相談週間です

相談窓口名 開設日
時　間

（濃い青は正午〜
午後１時を除く）

場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（９日・23 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談室

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第３水曜日
（16 日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（17 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（１日・15日）

午前10時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（10 日）

午前10時〜
午後３時

行政相談 第３金曜日
（18 日）

午前９時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※祝日は除く

午前10時〜
午後４時

消費生活セ
ンター
㉓２１３６

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

第２火・第４日
曜日

（８日・27 日）

午前９時〜午
後８時（８日）
午前９時〜正
午（27 日）

税務課 税務課
㉓２１５２

年金相談
※要予約 金曜日 午前９時30分〜

午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（24 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課障害

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※祝日は除く
午前９時〜
午後３時 30分

福祉課障害
福祉係

女性相談
※面談は要予約

月・水・金曜日
※祝日は除く

午前 ９ 時〜
午後３時 45 分

相談電話番号
㉒６７６３

72

10月の市民相談

　登記や道路、年金、福祉など、毎日の暮らしの中で、役所の仕事に
ついての苦情や意見などはありませんか。市では、総務大臣が委嘱し
た行政相談委員による相談（上記の行政相談）を実施しています。行
政相談委員は、行政の仕組み・手続きなどに関する相談を受け、助言
や関係行政機関への通知などを行います。相談は無料で、秘密は厳守
します。気軽に相談してください。
● 問合先　情報広報課市民サービス係（☎㉓２１３３）
　　　　　総務省佐賀行政監視行政相談センター

（☎ ０９５２㉒２６５１）

冷蔵庫の中の整理を

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４） ■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ　http://www.enecho.meti.go.jp/

10月の行事

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

お

知

ら

せ

募

集

● リトルコンサート

　13 日（日）午後１時開演

（☎ 090-3463-0237）

● ピアノおさらい会

　14 日（月・祝）午後２時 30 分開演

（☎㉒５４４７）

● 市老連カラオケ交流会

　16 日（水）午前 10 時開演

（☎㉒７１０８）

● 音読教室〔洋会議室〕

　15 日（火）午前 10 時 30 分

● 労働・社会保険無料相談会〔洋会議室〕

　19 日（土）午前 10 時〜午後３時

● ＭＯＡ美術館表彰式〔ホール〕

　20 日（日）午後１時

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　20 日（日）午後２時 30 分

　『忍たま乱太郎の宇宙大冒険

with コズミックフロント☆ＮＥＸＴ　

〜太陽系の段◆月の段〜』

（50 分）
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● 発行日／令和元年 10 月１日
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この冊子は、１部当たり約 38 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

令和元年９月１日現在
● 人口　54,701 人　 （−     9）
　　男　26,453 人　 （−     8）
　　女　28,248 人　 （−     1）
● 世帯　23,459 世帯（＋   17）

（　）は前月比

人の動き

編  

集  

室  

か  

ら

第15 回 夏休みピノキオ木工芸作品コンクール表彰

　子どもたちに夏休みを利用して木に親しんでもらおうと
『夏休みピノキオ木工芸作品コンクール』を開催し、８月 27
日に市役所で表彰式がありました。応募点数はテーマ部門と
フリー部門合わせて 49 作品。大人では思いつかない発想で
作られた作品の数々は、この日まで市民ロビーに展示され、
来場者の目を楽しませました。

テ
ー
マ
部
門
〔
わ
た
し
の
家
〕

↑表彰式のあと、深浦弘信市長と記念撮影する受賞者

木の上に家を建て
る話の本を読んで、
自分もそういう家
に住んでみたいと
思い、作りました。
釘を打つのが難し
かったです。

ちょっとみんなと
違った作品を作ろ
うと思いました。
工夫したのは、松
ぼっくりを使って
屋根に模様をつけ
たところです。

早川 心
こ は る

陽 さん
( 大坪小２年 )

最優秀賞 優 秀 賞

『たのしいおうち』

甲斐 有
ゆ

捺
な

 さん
( 大坪小５年 )

『森にたっている
　　　小人のお家』

フ
リ
ー
部
門

最初はログハウ
スを作ろうと思
いましたが、いつ
の間にか海賊船
に変わりました。
波や窓を付ける
ところを工夫し
ました。

かぶとむしもロ
ケットも大好き
だったのでこの
形になりました。
細い脚をつける
のが難しかった
です。羽の形がう
まくできました。

最優秀賞

松本 泰
たい

晟
せい

 さん
( 東山代小３年 )

優 秀 賞

山本 叶
とう

真
ま

 さん
( 二里小２年 )

『自分のかいぞくせん』 『ビートル（かぶとむし）
  ロケット発射 !!』

自由な発想の力作ぞろい

　
先
日
、
鹿
児
島
県
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
黒
豚
の
と
ん
か
つ
、し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、

鰹
の
た
た
き
、
し
ろ
く
ま
と
、
食
べ
た

い
物
を
詰
め
込
ん
だ
プ
ラ
ン
を
作
り
、

意
気
揚
々
と
出
発
。
鹿
児
島
に
到
着
し
、

ま
ず
は
と
ん
か
つ
屋
さ
ん
で
昼
ご
飯
を

食
べ
よ
う
と
し
た
矢
先
、
駐
車
場
で
車

を
ぶ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
幸
い
、
け
が

人
も
出
ず
、
車
は
か
す
り
傷
程
度
で
済

み
ま
し
た
。
問
題
な
く
車
は
動
く
の
で
、

旅
行
の
移
動
手
段
に
最
後
ま
で
困
ら
な

か
っ
た
の
も
、
不
幸
中
の
幸
い
だ
と
思

う
こ
と
に
。
気
を
取
り
直
し
て
南
は
日

本
最
南
端
の
西
大
山
駅
、
北
は
霧
島
の

ア
ー
ト
の
森
ま
で
車
を
走
ら
せ
旅
を
満

喫
で
き
ま
し
た
。
帰
宅
す
る
こ
ろ
に
は

事
故
が
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
ほ

ど
に
。
ま
ぁ
、
け
が
も
し
な
か
っ
た
し

往
復
１
０
０
０
㎞
の
旅
も
楽
し
か
っ
た

か
ら
よ
し
と
し
よ
う
。
こ
う
偉
そ
う
に

言
う
私
は
運
転
し
て
い
ま
せ
ん
が
。（
智
）
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